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- 30年の歩みの中から -

昭和44年4JJ左手前スーパー用地

百空総会 昭和46年 4月

昭和50年 8月､正副2放作製 L

iT.派な柴l川町内会故が山来た

Il獅日451f･'･頃

●●■●■■■◆L

lHMllJl会町 昭和471l･:
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昭和48年頃の紫rI】



栗田小学校のfi,'日･.か ら見た現在の栗田町内

Ll:㌦ ㌍ て 暦 本

納涼大会準備 -､l;･成13年 8月4日

バス旅行 平成13年 9月
食べ放鎚のぶどう側で

納わ六大会 ぴょんぴょん踊 り
･Ii･成13咋 8月3･4日
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平成 13年日月 lEl

文化祭 ノJ作並ぷ

平成1367=10月28U

社会揃祉法人 あ じさい間
･1乙成13119月20日工一阿lH始



は じ め に

紫EFrPl内会長 近 藤 幸 雄

乗出町内会は30作を迎えましたOこの時を記念 して ｢わがまちあわ

た｣を発行しようと､役Lllは話し合ってきました｡Y,卯も認められ､

抗1Ji委ilの快.鞘も守I.)'tられて約 1jf.Li己念誌をお手,i/Hこ届けられることにlj:りました｡

架lH町内会は昭柵･15年 1月18日 ｢野比北MnJ]仝｣として60LLl補で兜hiL､El柵】5D咋4)]､

市の町名変更で ｢紫旧町内会｣になりました｡｢明るく住みよいEulづくり｣を標語に､お互

いに協力 し角ってきましたが､今も先耶方の築いたも形僻形の努)Jの跡を札止は引き継いで

いますO

私はulから外へ山ていくと､｢栗山の悼さんは仲がいいですねD｣とか ｢よく活動されます

ね｡｣と言われることがありますが､とてもうれしく配し､ます｡巣mは1500炒.irという､市

でも幾つもfj:い大きな‖けですOこれをまとめているのは理事会です｡19人の 脈 Jiは担当地区

内のよいまとめiitをしながら､t111内今般にわたる幾つかの大きな行lTを逃営 しますが､IlrTrJl

会に朗係するitT々 の会と協調 して円T.uJな活動をしていますO一つ-つの行'少が細事に終わっ

てみた時､お互いに良い人間関係が生まれてきたことに気がつきます｡この一人ひとりの行

郡参加と達成掛 ま､柴rflの人の心音よりlムく､より敢くしていくものであると思いますo

T'成14特大には兇In2IHに介,gz伽脚,り皮による私学別荘誠老人ホームがElU投されます｡i_J

会福祉法人 ｢あじさい問｣で､滞日寺介.弛80LL 塩川1人所10妹､デイサービスの適所15人で､

必要とされる方に提供されますO町内にこのようfj:施設ができることは､有り難いことですO

これからの来日は ｢艮ノ手の町｣にfj:ります｡lH'J齢名が楽しく安心 して鞘らせる町をみんlEiで

Y事りましょうo

今年市がゴミの4分別収集を始めることにtj:り､モデル地区として柴Illが選ばれました｡

これに抜榊の王■i仙/i_rしているのは紬会で､帖に70銘の会flは､Iji)Allt11のTI朗仙 収には主力

として傘IJL､rrJでも特別高い評価をしていますOここに至るまで､特は=こは苦rJや苦痛を

おかけしておりますが､我慢と忍耐でご尽力下さっていることを､心より感謝します｡

url内には色々の伸よしグル-プがあります.事l全容(-いこrJくグループもあるようですが､

静かに活動 しているので人には知られていませんO同好会も増え､後LUのように活気に満ち

て活動 L､町内会b'11階は午前も午後 も空きが弊iんとありません｡この他虻田小学校の体育

即､グラ/ド､_nI了榔州 言用企蹄の2倍､公r三附j:とも活動の場となっていますo

E過去愛好全のようにLJlj)の拙味を炎 しむだけでなく､町内会の大き1{(了｣Hこはl&ilZ公をじトj
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いて見ていただき､植替えや節足のアドバイスまでお手伝いするITIJW･会もあり､ゲートボー

ル師 ま､小学生､中学生を仲間に入れて､心の輪を広げています｡惟史散歩の会も何倍かに

増え､-ンドマイクは他の迷惑になるので､プリント.jjitl)Jに糾えるなどtlrT内会の同好会は允

嘘の途を遊んでいます｡鼓近珍しい同好会が.延J-liLました.｢ニコニコクラブJですO会員

の年齢が 1才から4才まで｡よい指導者に恵まれ盛会です｡また､ボランティアが心温かい

活動をしている ｢ほのぼの会｣は､I.:,'j齢抑 こおしゃべり会や趣味の全のJi仕を続けています｡

舶近心でもAlJ児や高齢者のための会を始めましたO先進的if.･動といえます｡防災活動も地域

では瓜先邦Liで､他のllTJから役員が見学に来ています｡

東川の納涼大会は相変わらず人気があります｡舞台の上でリー

ダーとなって下さる紬会桝踊部の方 ｡々輝く人波は井藤英治さん.

ともに射 Ilの文化財です｡ 8時半頃になると全域の中央公園は満

員で,jE店 (体育振興会､青少年活動推進の会､子供会､ほのぼの

会､商店会等)は大繁昌.

この数咋珍しい人の輪が､何 ヶ所か見られます｡(一供述の舞台への山番､｢ピョンピョン

舶り｣のti'iです.他の地域に住む粂川出身 ･̂が､子供を連れてのlP_JJuiり.懐かしい顔が踊り

を見なから食べながら大きな声で安西をi.I与り企う風景は同窓会.ふと鹿川が ｢ふる里｣になっ

ていることに気付きます｡30年の町づくりが実ってきたのではないでしょうか｡

隣接地YRP｢光の丘｣は将来町内会を作りますが､その時には ｢野比史11_卜迎合町内会｣

に入れてはしいという要望があり､連合町内会の会長会議で承認されました｡YRPは現在

内外の40企業体の世界最先端の情報通信技術の研究､開発の拠点となっています｡やがて栗

田の1111･年が今よりもっと大勢少いて通勤する職域になることをJgl待しています｡

我が111T粟日は ､これからも一段と明るく楽しい町として開けていくと.Eil,います｡､そのため ●

にみんなで力を合わせて助けfTい､仙ノJL合う町づくりをしましょう｡

以後に忘れがちのことですが､私通のmJは24時間､守られているということですO野比-irJj

防所 (繭消防署管内)深夜も救急車待機､佐原交番 (浦賀警察署管内)深夜 1時～4時パ ト

カー及び警察官が巡回､待機｡我が町柴山は守られています｡
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30 年 の 歩 み

〔昭和45年 1月～平成 2年 5月〕

昭和45年 1月 町内会放け'.総会が開催された｡全6〔川t滞､出席弟41名､委任状16名

昭和46年2月 パスが岩戸から延止され､野比駅まで運行r)F･]始

昭和47年 1ノ｣ プロパンガスのiRll-lJj式から､都市ガスへ全戸切り稗えられた｡

4月 野比｣ヒHJ内会館が竣上した｡

附和48年2月 県道のI言号機が般損された.

4月 横須賀市立発け7小学校が開校

5月 第-樺住宅専用地域として指定された｡

10月 非常災常時の通報サイレン施設が完成した｡

昭和49年9月 サイレン施設のfj効利用として､一定時刻にtt''('･柴を放送することにした｡

10月 住居表′Jl･の変更に伴い､公募の結果､粟Luと決定した.

昭和50年3月 町内会発足 5JiF川:･記念として､｢町のあゆみ｣を発行した｡

4Jj新任爪炎示の実施により､定l時総会で町内会名を ｢野比北｣から｢*Jl=lJに､

又､15〆.Il_friから19区由に変更した｡

7月 シンボルマーク入り町内会旗は､公募により.､Jl二十嵐長儀氏の作品に､また

｢明るいMJづくり｣の棟語は､大鳥弘江様の ｢町の和はまずお早ようと笑顔

から｣が人過 した｡

昭和50年9月 町内居住のlミ̀.'l'齢者に対して､敬老祝金を贈呈した｡

10月 県立音盤堂で開催された ｢昭和50年交通安令,qi民総ぐるみ大会｣で､神奈川

県警本部長より交通'安全優良町内会として表杉された｡

12JJ 非常災'ilfF時の通報サイレン施設用地を､第I'll･.地株式会朴から (野比123禰=

地58､地目LJl林166.7nfを購入した.)

1月 成田金治郎町内会良が､町の発展に尽力したとして､横須賀市長より表彰さ

れた｡
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2月 ｢粟田昔朗｣は､作詞山本IJ:.治氏､作曲小林淡動氏の作品が選定された｡

3)j 中火公園に公衆 トイレ放置｡

8JJ 子仇会が､爪＼/.i土砂 iI:･センターで優良二川 Ji･会として血杉された｡

11)-1子供会が､交通安全過勤に協ノJLたことにより､俵須斑市からまた､浦出交

通安全協会 ･浦出警察半から表彰された.

L獅 n52年9Jj 械須艶市1上野比中学校が開校

10Jj 川内惣肋氏が､美化At動推進の功により､京浜急行iLi鉄株式会社からぷ杉さ

れた｡

10月 町内会が､都市公園の美化と都市緑化の努力に対し､建設大臣から表彰を受

けた｡

11Jj 町内会館にIdi話が設I'I.llt.された｡

昭和53年2)j 川FJl惣助氏が､美化遊動推進の功により偵姐賀市から表彰された｡

3月 横紙賀巾立野比lrl学校卒業生に､｣ヒF浦I-'j'･少年活動推進の会名で､記念封,を

階呈した｡

4月 バスが増光され､Ilr･E;iJl焼木坂兜野比行きが5時42/分､野比駅発焼木坂jJln行

きの戚終バスが22時に巡行されることになった｡

10月 中央公園の公衆 トイレが水洗化された｡

10月 昭和52年度の婦人部の活動に対して､械il'1日市良から表彰された｡

11月 町内会が､交通安全の啓袋と技術指導にWIRJ･な功約があったと､Ihli門腎然ER-

長から表杉された｡

昭和54年 5月 加藤TE元氏が､永年に亘りl町内自治活動に尽力した功により､横紙汽市長か

ら表彰された｡

12)j 臨時総会が聞僻され､【町内会館改築の件につき1111.･TtL茶席の結火､会11の壬'llll.

を軽減する旨の決議を付して培成多数で可決された｡

昭和55年6月 横娼賀市長ほか関係者により､町内会館新築落成祝賀会が催された0

10月 子供会が､交通′女全運動に協力したことにより､神奈川県交通安全協会から､

同様の趣旨により､町内会長が神奈川舶腎本部長から表杉された｡

12)｣浦出撃然署柴LuE1･:在所がl称9-rされ､大坪巡点がTlt･任した｡

昭和56年3月 町内会館建設借入金15ケ月間で完済 した｡

1川 町内会が防犯活動及び防犯連絡所の整備拡充に協力したことにより､浦賀防

犯協会 ･州円背察tPtkから劫Ll(3された｡

r獅n57叫5Jj子供会が､交通安全子供自転L巨大会で優勝し､uI.7<大会でも10位に入･rfL表彰

された｡

7月 商店会が 子供みこしを作ったことのはか､山中も参加することからMI内金と

は別糾織として､みこしt叶請人会を発足させた｡
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昭和57年12月 7-供会が､交通安全t.T;･動でIXJ東管区警察局技から点彰された｡

昭和58年 8JJ ｢燃せるごみ｣ ･｢燃せないごみ｣のごみ分別収集が実施された｡

12月 Ml再会が多印にFF.13､腎炎行政に協力 したことに対 して､補ぞIi讐雛-ylから感

謝状が脚 られた｡

昭和59年 6月 町内会設立後満15年にあたるので､走時理事会の決議により､｢15年詰刊行｣

が決まった｡

り13Yl増え､柴JHでも高齢化の波がよせてきたa

昭和61年11月 粟田文化'A'が設定され､ゲー トボールチーム及び子供ソフトボールチームが

受fi'したo

昭和63咋2月 水峨会が､10印にfi.りボランティア活動を行ったことに対して､機知'i賀巾艮

賞を受けた｡

平成元il:･5月 山本正治氏が､地域EJ治所動と如祉の増進に長年奉仕したことに対 して､横

須掛 け長から表杉状が贈 られた｡

ターが完成 した｡

5月 町内会設b_満20周年にあたり､｢20年誌刊行｣が決議されたo

〔平成 3年度〕

5)j12日 第21回定期総会､山怖46才1､香代1人916名､常fT.･理事新設の議案 も含め､全.鵜案

可決承認された｡

6月15日 粟川子供会は=r'子少年HE.]題協議会会長並びに横須賀市長より表彰された0

7)J711 クリーンよこすか迎動の野比縦枠清掃に52名参加.

8月lH 節16回柴田納涼大会､町内会役員即 Jt､如入部､(一秋会､紬会､純店会が総力を

? あげて準備や会場設営進行後片付けと大活躍の納涼大会であった｡ 1日目､飾り

8月3日 付けが/卜前中で終わり､夕方はl摘店会主催の金魚すくい､ 7時からは納涼踊 り大

会｡2｢Hl､7時からはフォークダンスの初領域で外川人IE:･作者も加わった.3
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日日､子供神輿とIlL車の巡行と夜は舶りの輪が三重になる程盛大であった｡

7)J未 巾の下水道部による雨水桝凌探T.事 (1635個)が終 √した｡

9月15日 敬老祝班会､満70才以上の方は本年は217軒､内山T.I;I.:抑 ま86g..

9JJ29日 柴tl岬丁内会バス旅行､90名参加｡(小田原城一小浦I朝一柿板湿生花楓)

10ノ｣20日 第13回健民運動会､参加者約1,000人､優勝東田2丁目､準優勝柴田1丁目｡

11日10日 第15阿東u]文化祭､会館 1階は書道､絵Il叫､写真､⊥芸､魚拓､俳句､菊鉢など

の舷示｡2隅は触会茶道部の茶席｡公L#l人L｣には子供作.VI地｡t抑勺では総裁愛好

会による200余山の鉢 ものの舶示と即売｡婦人部によるおでんの販･,'こo野比Fll'l戸

吹炎楽部による演奏会が催された.

この日に粟m文化賞の授与も行われた｡

戊谷川 みき氏 (郷踊)

内 山 さか氏 (茶道)

･水曜会 (同好会)が横須賀第-第二老人ホームでの15年に及ぶボランティア活動に対し

て県社会福祉事業団殺せ.30周年記念式典で感謝状授与｡

･赤い羽根八同易‡食 519,965llJ

･年末たすけあい募金 498,895日

12月8日 中学生バレーボール大会で野比部会選抜柴田町内チームが優勝｡

1)128日 市長より町Îl会功労者表影O篠崎享年氏0

3)J8El 久Il!.釈マラソンで焚けけ -ム健勝｡

〔平成 4年度〕

4Jj1日 Il描.r･数1,409､人r14.522人

6)120日 野川lj1-(一氏､符少咋肯成活動により市長の感謝状授Jj'･｡

61｣28日 クリーンよこすか野比海岸清掃､6147,参加.

7JJ30日～8月1日 節23Ld納涼大会｡

8月29日 柴‖小学校州立20周咋記念行'jtとして､粟m小学l*.ふるさとLt祭りが行われた｡

J

8月30日

9月15日 敬老祝賀会､70才以上225名の内80名参加｡

9日27日 JITll̂J会パス旅行 (日本､ll'･､儲F･i追跡方llli)1267,参加0

10Jj18日 子眺全盛Hlヤングファイタ-ズ優勝.

10月18日 節14担l健民運動会､約8007.参加o

･赤い羽根共同募金 1,236戸 525,971日

･年末たすけあい蔀食 /177,870H
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11月8日 第16回町内会文化祭｡

岸内展示は書道146点､絵画40点､手~l二芸32点､館外では盆栽100点､子供会によ

る ｢やきそば｣hfl入部による ｢おでん｣の販･}●ふ 野比巾吹炎楽部による硫奏｡

柴凹文化貨贈呈､EJtiJ日義止氏､佐久JHJJ虹竹氏､野比申校長新倉正昭氏

12月 1口 民生委員がきまる｡

竹内博子氏､地租妹子氏､近藤美年子氏､小林千枝子氏

2月 後藤常TT:.氏､H木赤 f･字社より表杉｡

2月15日 近藤幸雄I町内会山､横須flilliiiより滋杉｡

3月14日 第 4担I久里浜地区駅伝大会で､男子チーム､女子チーム共に優勝｡

〔平成 5年度〕

･平城5年度総会､会員総数1,279才1､委任状949名､LH席46名､町内会所Ilの会館 と上地

の名儀が役員桐人になっている事実と､その対策として町内会の法人化について桁極的

に検討することが承認された｡

･柴Itlヤングファイターズ､TrJ'良杯で優勝 し､Ll,と大会初山域が決止 したo

･日本赤十字雄食､1,261lI_t桜 543,190円

･青少年指導員の斉藤清子氏に市長より感謝状｡

7月4日 クリーンよこすか野比海岸清掃に65名参加｡

7月31｢1 節24回三掛目納涼大会､以鉱節､横紙兜葺頑､要目汗朗などの舶り､幼iJdらのWJり､

J 模擬店として焼きソバ､焼 きもろこし､焼鳥､おもちゃ､焼イカ､金魚すくい､

8月1｢l かき氷､ レモンティ｡福祉施設下町作業所のうちわ､鍋政などの倣売｡2日日は

子供みこしと山車の巡行｡

8)128rl～29日 射ll小学校l束のふるさと夏祭り｡

9月1511 敬老祝貿会､70ノ才●以上2247.中72名参加｡

9月26日 町内会パス旅行 (宝登山と長瀞)参加152名｡

10月24｢Ⅰ 第15回IW民運動会.

11月7日 柴田文化祭､出品数187点､婦人部によるおでんの版売､野比中吹奏楽部による

演奏会｡二階では ｢ふよう会｣による茶席の接待｡

文化祭に際 して町内会より感謝状の脚呈｡

五 卜嵐的子氏､天川晴基粟uT小校長､山下勉/i氏｡

1り11411 ソフトボール大会で射りヤングファイターズが初優勝0

･粟rll町内会交通安全母の会､県知やより感謝状授与.

･赤い羽根募金 562,081円

･年末たすけあい募金 478,504円

3jJ13口 久甲浜地区駅伝入会に参加｡
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〔平成 6年度〕

5月8rl ､l'-･成 6年度定期総会.柴田I11†内白1:.防災規定改訂の件と法人化凋奄研究の件を検

討することが決められた｡

･町内会鮒の上地はTffより借川 しているが､この4月から料金値上げとなる.

年間67,32(川J｡来年以降も連続値上げとなる見込み｡

6月12口 防災訓練実施｡

6月19日 地域防犯研修会開催｡

･防災出災金､各Ltl･:;i:200日｡1,305戸で261,000lTJ｡

･赤十字鼻金､1,279戸 542,550日

6月26日 クリーンよこすか､野比海岸清掃｡

7月13日 柴田/トiuf:t校の余裕教等､地域に解放されることが決定 した0

7月29日～30日 柴田納涼大会｡

9月15日 敬老祝賀会､該当者237名中91名参加｡

9月25日 東田町内会バス旅行､138名参加｡

(身延JLJ久遠 !]-:､下部温泉､軌需[':.'il点､rLl糸の滝)

10月16Lj 邦16阿健民運動会､矧ll2rHは3位､柴LulTHは4位.

11月6日 柴田文化祭､出品数192点､婦人部による ｢おでん｣｢焼そば｣の販売.野比中の

吹奏楽は雨天のため中‥二｡

瀬田文化'lli'受'ri'､Ff!･.野rlJに 氏､本IIl示氏.

11月4円 町内会館の第3公レ削こ水道が故買.された｡

11月27口 防災訓練実施､110名参加､起震車の体験､煙ハウスの体験､消火器の取扱い｡

1月18H は野昭二氏市長より感洲 犬授与｡

2月 柴田町内の防災川水槽 (地下式)

小火公riil､lTEl第 2公園 (トンネル公l如 ､2TEl第2公園 (竹内造園前)､2

丁目第 6公凶の4箇所｡

1基40t､合計160t､1基の貯水胤 ま消防車 2台で約20分放水｡

3月12｡ 久男窮地L5(.駅伝競走大会､優勝は柴田町内会Aチーム､卸 惇 区小.7:,i:_Aチーム｡

〔平成 7年度〕

5月14H irZ成 7年度定期総会､委任状872名を含め942Y)○規約改D:.で会の法人化に対応tJ･.

氷るよう､条文が全lEl的に見lLiされたoまた防災部がL町内会組織として織り込ま

れたOまた町内会'LfLが川から月鮒 00HLこ決定 した｡

･=]111 世職数1,486､人口4,494人0

6月11日 防災訓弧 参加者118名o消火器の収扱 いo三榊 による比こ急手当の訓練｡緊急

時の避難場所は先ず中火公臥 次に射 日中･:;･J:校､Irk-終的には耕 r･･ti:校仰となって
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いる｡

･緑会が表彰される｡(クリーンよこすか運動推進)緑会 の清掃､社会 奉 仕､ 廃 品 伺収 の

努力に対して､市委員会より｡

･,j]1,-+'7-弟金 (阪神人質災の義援金409A20Jl])506,500Jl].

･防災対策が史に進む｡

7Jj4H､災害時用の軽 トラックを購入.

｢11て防災指やilの汽栴取得.

消火器の増設と防災訓練の計Ldliなど.

6月25日 クリーンよこすか海岸清掃｡

･青少年活動で市から表彰｡勝山昭子氏｡

･械姐LL.1両はごみダイエット推進制度を

作る.抑進委員に~F;Llの3名が委嘱さ

れる｡

南信子氏､酒井美穂氏､後藤明美氏｡

7月28口 納涼入会､参加省約800人｡

~~二二Jチ.~･
E=ヨ

)鵠

JLhr__

? 緑会舞脚 部､仲よし会の人たちのリードで踊りの輪が三重にもなり､体振･商店
7月29El 会 ･青少年活動推進の会 ･下町作業所 ･アメリカ人有志の各出店も脱わった｡

二ロ日は午前午後と2回､みこしと山車の巡行｡夜は前夜と同じ踊りの輪と出店
で賑わった｡

9Jj15目 敏名祝致会､70才以上270名､99名参加｡

9月23円 防災訓練｡

9月24日 町内会バス旅行､141名参加｡(宮ケ瀬ダム)

10月15日 節17回健民運動会｡

･緑会の祉会福祉活動が評価される.神奈川新1m､日本老友WTl川で糾介0
1川 5円 史臼文化祭､｢我が町粟IEl再発見｣をテ ーマに､地元の追跡からの山土Hrlnなども

腿示｡

この際､町内会良から感謝状が脚られ た｡

楢崎まつい氏 (クリーンよこすか )

丸山克彦氏 (前葉剛 ､校長)､寺 本 勲 氏 (野 比 中 校 長 )

･赤い羽根共同募金､1.272戸､518.041日.

10JJ Ml内会館の修繕､外壁などの修理､白 蟻 の 駆 除 ､ 公 1封階 段 の 半 /分 を 手 す り つ き の

スロープに改韓O

･崖くずれ対策､l町内の3簡所､緊急度により数 年 の 問 に実 施 o

l川 20【1 柴田ボランティアの会 (ほのぼの会) 発 足 ､ 会 員26名 o

代表 竹内博子氏､副代表 舶規灯 子 氏 ｡
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11日25円 防災訓練､参加者172名､地震体験､煙中避難体験､とん汁の炊 き出し体験等｡

･歳末たすけあい募金 1,238戸 509,83川j

12月1日 民/i-.委員の改選､山内信子氏､小倉イソ(･氏､近藤美年子氏､小林千枝子氏｡

12月1日 社会福祉推進委員も12名の方が委嘱.

阿比留章子氏､思川敏子氏､児玉三枝子氏､坂口息美子氏､松木棋江氏､鈴木幸

｢氏､松沢敏 √氏､佐藤昭子氏､山口旧 出子氏､飯塚和子氏､新出キ ミ氏､新宮

茂氏｡

1月 市長より町内会功労者表彰｡高イ_I'武氏｡

2月15目 録会へ市長から感謝状｡

3月18日 第 1円三浦藤沢信用金庫柴田支店長杯､ゲー トボール大会で粟剛チームが優勝､

準優勝｡

〔平成8年度】

5月12日 平成 8年度定期総会､出舵56名｡委任状817名.

･簡以郵便局開設が近 く'j!現､スーパーグレー ト付近｡

･柴Lu小学校にデイケアセンター開設のt定｡

･近藤町内会長､野比柴田地IX-_連合町内会長に退任される｡(15町内会)

･赤十字募金､1,282T-]1550.610円

6)124口 栗田簡易郵使局再rlH.(スーパーグレー ト2聯)

6月22日 防災訓練実施､参加者130手1｡

4月1日 町内会Lu'常数1,497戸､人【｣4,494人

･交通安全母の会へp-I,ミ警本部長より表彰状が贈られるO

6月30El クリ-ンよこすか､野比和FT･柄掃､62Y.参加｡

7月2口 町内会館一郎改修工事完了｡

7月6日 鈴木寿子氏 (青少年指導員)市長より感謝状｡

7月26E)～27tj 納涼大会開僻､初日の夜は踊りが盛大に行われる｡参加都7007.以 L｡

二日tl刷 まILJ車､神輿の巡行､俊には沢目横紙賀丁打抜が来訪.

9月8H I-1･少咋ウォークラリー実施｡

9月15日 第20阿敬老祝賀会､70才以上の対象者280名､本年度から75才以 ヒ(162名)を招

待､内山席者51名｡演芸として f･供会の合PLRlと器楽合奏､尺八と唄マジック､南

東｣こ.すだれ.岸外では粟日日ii'I芸愛好会のJd俄の戯示｡

9月29日 Ilけ内会日帰りバス旅行 参加114名 (舛仙峡)｡

10月13日 邦18凶健民運動会､優勝米川1r日 準優勝紫u2T日.

111日0日 栗田文化祭､屋内には245点の作品展示､屋外には80点余の盆栽の展示とフリー

マーケット､そして恒例の野比申生従による吹兵楽の演奏｡
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･秋の共同蓉金 563,8461り

･歳末助けfTい募金 521,881FTJ

ll)j30日 防災訓練､起諜曲による地'Lkfの体験､柵-ウスによる矧11避難､消火器の取扱い､

とん汁の炊き山し｡

･栗山の ｢ほのぼの会｣､会員はただいま28名､高齢者の買い物の手伝い､病院への付添

い､柴とり､散妙の付き合い､お話し柏手などの奉仕所動｡

1Jl17H 巾良より町内会功労部長杉｡

丹沢晃一路氏､松本相次氏｡

2月7H 栗田老人デイサービスセンター開設｡柴田小学校 ｢和室｣完成､地域に開放.

3月3tj 久り!.浜地r*.駅伝競走入会､小学生の部､柴田II芦区V3達成0

3ノ130日 第11回北下浦ふるさとマラソン大会.

〔平成9年度〕

･平成 9年度定則総会､出席60名､委任状779名｡

･亦 l･字妄主食､I.282･世･HP･､550,616円｡

5)J29口 近藤町内会長は北下浦地〆_文化振興懇請会会長に就任0

6月14n 防災訓練､152名参加｡南部消防署と第18消防分団の人たちによる指導｡

6Jj16日 大懸象治郎氏､クリーンよこすか市民委員会大会に於いて表彰される｡

7Jj5日 中村好勝氏､巾長点杉｡

･防災機器感化､消火岩:i合計63鹿となる｡

8月1日-2rl 納涼大会､2H間で約1.400名の参加｡踊りには外国人 も加わり､ フラダ

ンスも披蒔された｡2日臼の昼には山車と神輿の巡行｡

9月15日 節21J･71敬老祝班会､75才以上177Y.LP49名参加 0

9月27日 粂川ウォークラリー (粟tLli5'･少咋活動推進の会)実施.

9月28日 町内会日帰りバス旅行､172名参加.(伊香保方面とりんご狩り)

10)11H 械iLj貿 リサーチパーク (YRP)オ-プン.町名は ｢光の丘｣となる｡

11月2H 柴｢H文化祭､500余ft参加.

屋内展示作比､170点｡屋外では槻芸愛好会による盆栽の展示､如入部による

｢おでん｣の販売.子供会はフリーマーケットと手作りパンの出店｡野比LJl吹奏

菜部による演奏｡

柴frl文化'i'i'脚?.､ぷ川徳数氏｡

1り｣22日 防災訓鰍､雨のため会館内で防災懇談会に変更､50余名参加｡

･年末たすけあい募金 500.005円

･柴田間芸愛好会が中央公園に花増を設P,'する｡

2jj3l二l 市技より点形状授Iiされる.
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小室隆幸氏､小丁以信91氏｡

2Jj1H 日本赤卜字杜県支部長 (県知事 岡崎洋)より感謝状脚軍｡

近雌車雄氏 (l町内会長)

2fJ15H 市制91周年記念式で市山よりム彰帆旧墨.

大懸象治郎氏 (紬会々長)､近藤幸雄氏 (l町内会長)｡

〔平成10年度〕

5月10日 平成10年度定期総会､出席58名､委任状842名｡

･栗田の世帯数1,5150人l｣4.331名｡(4月1日現fL･:)

5月22円 赤十字募金､1.301件､528月62円｡

6JH n 防災市のtll'滞 ､町内会館脇に完成｡

6)j7日 北卜浦ボランティアセンターr3u所o(長沢駅前､(.■,'J一人 ビル内)

6Jj27日 地域苫少年育成の功労により表彰｡

青少年指導員 勝山登氏､佐々木みさを氏｡

6月28日 クリーンよこすか､野比海l紬IJt･掃､5571参加｡

7月31日 第29回納涼大会｡

† 縁会舞踊部､仲良 し会の踊 り､シャイニングのハワイアンダンス｡神輿 ･樽みこ

8月1日 し､山車の巡行､7グループの夜店｡

8Jj2311粟‖ヤングファイターズ優勝｡

8jj30n 柴田1')'･少iL:･活動抑進の会によるウォークラリー.

9J112El 防災訓練､器材の操作など.

9JH5rl 敬老祝賀会､75ノクー以上､54名出席｡

9)jBul-: 崖肋れ危険指定地域の 1二事前T.｡

9Jj現在 公共下水道幹線工事始まる｡

9月27日 町内会日帰 りパス旅行 (奥多摩)171名参加｡

10月4日 第20回粟田学区健民運動会｡

10)125｢l 第22回姫川文化祭､r*'.IJl出.r,ム300点｡

屋外は陶芸愛好会の鉢物｡おでんの販売｡野比申吹奏楽郡の硫奏｡

粟別文化賞の授与｡石 ケ谷千且け 氏､浪形治美氏､棚橋寿子氏｡

10JJ ｢｣ヒ下浦文化マップ｣完成､然家庭へ配れ

10)122日 赤い羽根券金､1.294件､527,620H｡

10Jl ミニ'<スケットポール大会､優勝ジュニアリーグ臥 節3位女fリーグ弧

12月3rj 年末助け合い募金､1.274件､502.030円｡

1Jj25日 町内からYRPへの遊歩道開通｡

2)128n ミニバスケットポール入会で健勝｡
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3月23日 地域交流ゲー トボール大会､2r目第3公軌

参加地域､佐原 ･岩戸 ･新岩戸 ･ハイランド･野比 ･塊rE(11チーム)

〔平成11年度〕

5月9日 第29桓碇 期総会､出席数62名､委任状910名｡

5月 赤十字菜食､I,304世･Hj:､

550,035Ilj｡

･柴田の世HT･数1､543 人Ll4,307人

(4月1日現在)

6月1日 郵便ポストの新設 (カメ `

さん公㈲人目脇)

6月26｢】防災訓鰍､参加130名｡

6月26口 栗山青少年育成活動の坂口

彰氏､市長から感謝状授与｡
二ノ賢:~- ､ナJ
-ヾ弓チ･=･.一一で

6)327n 野比海岸清掃､参加第53名｡

7月30日 第30回納涼入会｡

～ 7)J30口--夜の踊り､1,100人～1.200人参加､子供のylTJり､3回延べ120人｡

7月31口 7ノ｣31口--夜の踊り､900人､ ｢供の踊り､3回延べ100人｡

9Jj12口 r71少年ウォークラリー､少if:･30Y.参加｡

9月15E7 敬Jg祝兜会､75才以上201名中参加者75名｡

9月26日 tj揃りパス旅行 (川越とぶどう狩り)

11月13日 防災訓練｡

11月 桃姐出市ソフトボール入会で粟‖ヤングファイターズが準優勝｡

10月31日 射H文化祭､室内80数点の旭示｡屋外では園芸愛好会による山野草､統裁等のfiB

示､婦人部によるおでんの販売､野比中吹奏菜の演奏O

東川文化'斑受賞､竹内育男氏､前菜田中校長北村勲氏.

11月811 北下浦n治活動センターが｢北下浦市民プラザ｣と名称0

11月21日 子供会対抗駅伝大会､3t;/.人'A.

12月 年末たすけあい募金､1,272件､545.500円｡

12月5口 横紙貿市民駅伝大会､5位入賞.

3月19日 久Il!.浜マラソン大会､タl子1位･小学Jr11位｡

3月23口 地域交流GB大会､3仙人Ti'｡

3月25日 北下浦ふるさとマラソン入会､上位人質o
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〔平成12年度〕

5月日日 邦30回定期総会､出席50才1､委什状884名｡

･日] ゴミ収tji方法が変わり､81Jから市で初の ｢モデル地rj(.｣に指止される.

6月4日 第47回Ih一社会福祉入会で表杉される｡

阿比留章 √氏､黒川敏子氏､松沢敏子氏｡

6月16r] クリーンよこすか市大会で点彰される｡細川好氏｡

･亦l･7弟分､1,301作､557,660JlJ｡

6月10日 防災訓練､約120名参加｡(二伸‥の他用方法､消火器の取扱い､バケツリレーに

よる消火訓練).婦人部のオニオンスープの炊き111.L｡防災保存食の配布0

7月2日 野比海岸清掃､参加者44rl｡

7月9日 柴LUGB入会､ジュニアとシニアの対戦｡

7JjlOH 今市l町内会長会議で巾長から表杉｡

大懸象治郎氏､本田示氏｡

7月28日～29日 納涼大会｡初日には沢田市長､古木市会議長､柴川小学校安田校長､元粟

川小学校天日校長乗切｡参加弟約1.000人｡翌口は1･仇の樽みこしとLJJtliの巡行｡

･瀬川のIii･･H,r･数1､545｡人r14,289人.(6)｣Su]三)

8月2711 f供会対抗ソフトボール大会 (迫折会場)

史Illヤングファイターズ､昨畔に続き準優勝｡

9)110日 柴田ウオークラリー (兜HTIJ'･少年活動推進の会)

･厚隼大出特別表彰｡近藤美年子氏.

9月15日 敬Jg･祝賀会､70才以上382名.招待者75才以上216名､出肺者64手与｡町内子供会代

表10名による合唱合奏｡

マダム ･アラモー ドによる､シンセサイザー ･琴 ･フルー トの合奏｡

9月24日 IIrlJ勺会バス旅行 (J')糸の滝､富士国際花園忍野八海).121名参加.

10月29日 第24回栗田文化祭.午前は卜F寸のため零内展示作品｡屋外では如入部のおでんと焼

いも､子供会のおしるこの山店｡

節15Lr-】棄FH文化Iri'はLilL-･愛好会へ｡

･亦い羽根共rul願金 1,273件､545,744円.

優勝｡

11月1811 防災訓練｡野比矧SJJ.所､邦18分卜Jl消防団の15名と町内会の防災指3#貝6Y.による

実践訓練､とん汁の炊き出し訓練｡90名参加｡

･ltl火公臓に人時計設置 (ソーラー式)

･il:･太肋け合い募金､1,252件､523.100｢Tl｡

11月28口～29H 会館の修flI!(味板､ネダの取り柄えと･n:滋伴え)
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12Jjltj ゴミトーク第 日91､150名参加0

12月1011 ゴミトーク第 2回､32壬1参加｡

12月18H ゴミトーク邦3回､35名参加｡

12)j2311 ゴミトーク第4回

･町内会館外階段修理､射り止め防止板淑付け｡

2月1517 ｢まちの美化に員献｣市長表彰.細目好氏.

1月2911 2TH第3公開改修｡

J ･山側と会館側､鉄柵延長63m｡

2月26日 ･公園入口の階段､I-{･分をスロープに変更｡

3J-‖/lll 野比粟田適合IfrI内会長､近藤幸雄氏O浦糾常水常長より感謝状をEIl.YIられる｡

3Jj ごみダイエット推進臼､次期委職者は中世fさち-(･氏､渡辺鮎/･氏､塚本美保 f氏｡

〔平成13年度〕

5月13日 平成13年度定凧総会､会員1.335才1､出席60才1､委任状894通｡

Llll内会館が避難所になっており､安今耗準が変わり耐'BZ'構造にするための調度と

予算の貯えをすることになった｡

･*Jllの世常数1.5580人目4,212人.(4月1日現れ三)

6)j311 隣接の ｢光の丘｣の･llild決まる｡YRPトンネル側の3枚 (3ケ月-1咋位の人

m･)は､長沢の杉篭だが､研究所群はすべて粟田の隣接地で､将米住宅群ができ

るとYRPの児竜は粟田小へ通うようになる｡野比桑田適合町内会は受け入れを

7承した｡当/分のJ,'r,L 周辺地域の折衝は近藤会長が代行する｡

6)=6日 防災訓練､参加抑 10rl｡

6)j2311 クリ-ンよこすか市民のつどいで､感謝状が肥られる｡西野炎+氏｡

青少年活動推進大会で市長より感謝状が贈られる｡山田善久氏｡

6月24日 クリーンよこすか野比海岸清掃｡

7月26日 市長より町内会功労&･炎杉｡斉藤英治氏｡

8)13口 第32凹納涼入会｡

? 初日､商店会の金魚すくい､青少年活動推進の会､体振､ほのぼの会､子供会等

8)j4日 の売店｡緑会サークルの踊りに幼児も参加.沢目市長､古木市議､安田東田小校

長来会､参加およそ400名､二FM は子供みこし､人人みこし､山車の巡行､夜

は踊りの輪で舶わった｡

9月 特別養護老人ホーム ｢あじさい園｣建設始まる｡(栗田2T臼20番地北側)

～ ILl林2,100坪､そのうち1,400坪を開発､敷地445坪､地下 1階地上3隅鉄軌コン

14年12月 クリー ト造り.(1.時別線迎老人ホーム 2.ショートスティ 3.デイサー
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ビス .,I.在宅介超支援センター)

9月7日 ｢安全の町｣としてLt,t知事より表杉される0

9)18日 ｢ウォークラリー｣要田1-f少年活動推進の会主催､'̂(施された｡

9Jj3011 町内会バス旅行 (八ツ岳高原一一の',91:ぶどう狩り)127名参加｡

9)｣開設 ｢ふれあいいきいきサロン｣町内Id~:.委員､ほのぼの会運営O

(町IJl会館､毎月yl'2金､AL,Ⅰ9:30)

101｣8E] 敬老祝餌会､ml内全役員､如入部のおもてなし､50名参加｡

小学/1:.のリコーダー介炎､マダム･アラモードの演炎｡

10JJ28E] 粟lf十文化祭､書､絵両､手工芸､写i'i･苛の展示o構外では園芸愛好会の盆栽の展

示､婦人部によるおでんの出店｡

柴田文化'l'i'の授与､#六一氏､竹内博(･氏｡

12)j1H 民生委員の改選､近藤芙年子氏､小林T･枝子氏､小野さち子氏､螺雅 √氏｡

12)j8日 防災訓練｡参加者150名 野比消防所､消防第18分rJ-[協力｡

煙ハウスによる避難訓練｡起雷車体験｡バケツリレー消火｡消火掛 こよる消火｡

引 !飯､豚汁の炊きtl'JL｡三角巾による応急手当

(･供会に防災に関する桝 .lf募集をした結果発表｡応首相丁数 28名｡七1..i.請.li数 37｡

低学畔の郎 入賞 押さないで 駆け出さないで あわてない liT･'･宇田川愛美

高ILii':畔の部 入賞 小さな火 小さな油断 火事のもと 4咋 酒井 陽榔

中学fhの邦 人澱 震災時 いざという時 あわてずに

備えておこう 防災川品 中学 成日 光仇

佳作 (成井千影 安部望美 酒井彦榔 中根章子)

入貧者 佳作者にはTi'urlu､参加者全員に参加賞がII'rY,7られました｡

平成14年2月 柴川町内会発足30周年記念誌先行｡
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柴山がゴミ4分別のモデル地LXiになった際､出様担当した3人の市の職ilの
方々に寄稿をお願いしました｡

4分別収集 をお願 い して

械姐斑市環境部環境相等課長 野 田 穣 治

新 しくごみの4分別収集を始めるにあたって､モデル事業をお願いしてからいっのまにか

様にはいかがお過ごしでしょうか｡

4/J)別もl岨調に定fl･し､咋畔の広報紙で全rh'民にお知らせいたしましたとおり､ごみの減

員化資源化とも予想以上の成果を上げることができました｡顧みれば､平成12年の4月末に

我々自身も先が見えない不安を抱えたまま､東田町内会に4分別収集のモデル地区をお引き

受けいただくためのお願いに訪れてから､ご町内を挙げての大変にご熱心なお取り組みをい

ただき､他に先駆けて人きな成果を｣:.trていただいたことに深く感謝申しT･.げます｡

4分別収集という本IfJHことっても全く経験がなく､市民のjJ'にとっても大きな負机を強い

る収集を始めるにあたって､我々白身も分からないことが多く､本格実施前に試行してみる

必要がありました｡試行といっても､施設も整っていない中で闇雲にあちらこちらで行えば

いいというものでもなく､どこの他l*_にお倣いをすれば効火的か検討を重ねましたo我々が

考えた条件は､①その他l束の市民の僻様の環境に対する意識が高く､②町内会 ･自治会活動

が活発であること､③他の未実施の地区のごみが混ざらないよう地区が明確にFK分できるこ

と､④新しく懸備するリサイクルセンター (現アイクル)への南地域からの運搬ル-トを検

祉できること､⑤ リサイクルセンター (lliアイクル)の試迎l転に必安なも主のごみll'(があるこ

と､などの条件に当てはまるご町内を探 した結果､まさにぴったりと当てはまったのが乗出

町内会でした｡そしてお願いに上がったわけですが､早速にお引き受けいただいた上に､説

tl)】会を重ねるHrHに､温かい激励をいただきましたことは､忘れられない思い出となりました｡

その後の､ごul内を挙げてのご熱心な取り組みによって､知7.い仙Il'.11で日に見えて向上 した

分別内容などから､我々の選択が正 しかったことが盛付けられ､そ

れ以上に収集作業 ･説明の仕方などの血での所期の目的を達成する

ことができ､平成13咋4)jからの本格'火砲に生かすことができまし

た｡

また､柴‖町内会が30周畔を迎えられることお祝い申し上げます｡

その記念誌の中に､紙面を伯戴いたしましたこと､光栄に存 じますo

ここに今後の更なるご協力をお拙いいたしますとともに､ このI糊

のご協力に改めて厚くお礼を申し上げます｡
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分別収集モデル地区はなぜ栗田町内会だったのか

構iLi約1日'環境部環境第一rii鍬･Tr艮 進 藤 研 治

槌須賀市は､｢'木器包装 リサイクル法｣の完全実施のため､1;.成13/lF4月か ら新たなごみ

の分別収集を全‥i一斉に始めることは､すでに決定 していました｡

平成12年 り J､そのためのいろいろな準備の巾で､もっとも私の頑を悩ませ､ホ′左にさせ

ていたのは､'R地する以前に避けてとおれない ｢モデル地【大｣を決め､地元IIrl内会にお願い

し､承諾をしてもらえなければならないということでした｡

地区の選定には車両台数､人員数､他の1171と接 していないなど様々な条件があり､なによ

り､地域のごみに対しての意識が高く､械極的に取組んでいることが重要なことでした.世

帯数は1.500-2,000｡こんな条件をクリアーする地rxiがあるのだろうか､と悩んでいたら､

上ulからの助言もありましたが､3月に仙然お会いする機会があり､お話を伺ったim偵会良

の顔が浮かびました｡

その時､会長の ｢ごみ問題は､行政だけではできない.地域がT.体的にならなければ絶対

にうまくいかない｡｣といわれた言放がすごく印象に残っていました0

そこで､ 1二司である野川課長に相談をしたところ､課長は3Jjまで本市でElJJ内会をfH/J/lし

ている市民生活課比であり､近藤会技の人となり､行政に対する協力的な姿勢などよくわかっ

ており二人でこれは近藤会長に軸むしかないと一致 しました｡

数日後､会磯でrh'役所に近藤会良がきているとの情報を糾て､課長と私で柑 こお雌いをし

ました｡その際の会技の顔は､発き､戸惑いを隠せないように見えましたが､｢TTt.要なこと

であり､一人では決められない｡理事会に諮らないと･･･｣と言われましたが別れ際に､

｢なんとか良い方向になるようにする｣と言ってくださり､なんとかなるかなと思 ったこと

を覚えています｡

'.W々 11､会良からお'心.if].をいただき､l̂j'fiは ｢町内会の別‖l:会にEJ:'Jて､.i-nll)Jしてほしい｣

とのことでした｡私と野田課長が=肺することにしましたが､私達には心配なことが 2 点あ

りました｡1点Ilは他地区より先に分別を実施しなけらばいけない ｢モデル地t*_｣の必要性

と､なぜ粟田地tメなのかということをうまく説明できるか､2点目は､市内のFl7J内会の巾で

も奴も鳩んに行われている粟田地rg.の ｢災l』汽淋回収｣の-L.lJ.Hのうち､｢缶 ･ぴん｣が対象

から外れてしまうことを承諾 してもらえるかということでした｡

そんな気持ちのLP､4月29日 (土)､理事会に伺って説11))をさせていただきました. どん

な質問やら文句かでるか不安でしたが､2､3の質FLIJがあった後､ある役員の人から ｢rh'内

で 1地区だけモデル地L*.として退ばれることは､人変名洋なことである｡｣ との.-i●姫をいた

だき､会長からも ｢他より先にやれば､早 く分別に慣れる｡皆さん受けましょう｡｣ と.i.'っ

ていただいたときはうれしいというより､ほっとしたのがIl油な気持ちでした｡それよりもっ

と私たちを驚かせたのは､理事会での説明を終えた私達に､激励の花束をいただいたことで

した○考えもつかなかったことであり､焼きもしましたが人変感激 し､決点を新たにいたし
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ました｡

その後､舶委員長を小心とした ｢柴ll7美化推進委員会｣をっくっていただき､10ノ｣1日､

｢モデル矧大｣分別収iji･'R胞に向けて､環境指導課と柴mMJ内会の -.人二脚が始まりました｡

もちろん､集団資源回収を実施している ｢緑会｣｢栗田小PTA｣それに婦人部などで何回

か説明をさせていただき､役員を始めとして多くの方々のご協力を得てモデル地区収集の実

地にこぎっけることができたのです｡

柴Hlun勺会の横様､本当にありがとうございました｡

栗田の 4分別モデル事業の思い出

横姐貿巾環境指導課 佐 藤 洋 二

柴田地【x1.におかれましては､4)｣から開始した今市一斉の4分別収袋に先駆けて咋印の10

月からモデル事業として､今市一番に4分別収柴を実施していただきました｡

モデル封業実施抑 こも何度かごみ集横所について近藤会良からご札l談をお受けいたしまし

たが果凹町内会のごみ及び集団資源回収に対する取り組みを拝見させていただき､柴田地Bt_

ならモデル小業を円滑に実施できるものと碓ll;;しておりました.

私も､4分別モデル■11.･Xの実施にあたり小前の脱u)Jで5Jl_11､モデル車業'R施後に4分別説

明などで5回､早朝の排日状況調査で15回ほど柴田を訪問させていただきました｡

1回Elの4分別説明会は､町内会館2階で行いましたが､床が抜ける恐れがあるはど多く

の)J'々 にお1Rまりいただき､1階に会場を移して実施したことが思い出されます.

実際に4分別を実施後には､パンフレット･カレンダーを比ただけでは紬かな分別で分か

らないことも多く､実際に品物をお持ちいただくなど熱気のある説明会でした｡

11月から､排出曜日の間違ったものや､分別の間違っているものについてシールを貼って

排(=指導を行いました｡一時的にシールを貼られて残されたごみが集枇所に残りましたが､

柴田l町内会の全血的な脇ノJにより､冬の､身も凍える早朝から､町内会役員 ･美化委員 ･ボ

ランティアの方々などlIrI内が一丸となって､災地所において分別の指呼をしていただいたお

かげで飛躍的に分別が改善されました｡真冬にもかかわらず町内会の凄い熱気を感じました｡

東rTl地区で4分別のモデル事業を実施していただいたおかげで､4分別の徹底はご町内の

脇ノJなしには出火ないこと､町内会の収り糾みにより改酋できることなど多くのことを学ぶ

ことができました｡4分別モデル■J喋 に対するご協ノJほんとうにありがとうございました｡
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栗 田 ゴ ミ 奮 闘 記

1-37-11 沼 里 子

･l!-･成12年10月､東川ゴミ戦争勃発｡偵須賀市は容器包装 リサイクル法の施行にあたり､仝

｢けがゴミの4分別を始める前の実験地区として､我が町柴田を選抜した｡

n:.民への分別法周知対策としては､次のようなものがあった｡

① パンフレット(各家庭へ配/fJ-) ② ビデオテープ (各家庭へ回覧)

③ 説明会 (一般世帯に4回､役員に3回)

一ケ月の ｢ならしJpl間｣を経て､1川 から本格的に人分別や誤分別のゴミ､岱を問適えた

ゴミは残されることになった｡案じていた通り､各ゴミの繁稿所は残されたゴミの山｡

町内会役員の中から組織された美化委員､各理事､ボランティアが､残留ゴミの多い集桃

所に1'r_つて､｢分別I.rl.1適い｣｢曜日FTl.J迎い｣｢汚れた容粘｣などについて､説明やお願いの人

命眺 特に12月～1月という厳寒の-1嘲 ､鼻水をティッシュで抑えながらの奴ぐましい呼び

かけに､｢ご苦労さま｡こうして立っていてくれると､分別の分からない点がl跡ナて助かる｡｣

という感謝やねぎらいの言葉がある反血､不満を持たれる方々もいて､市への苦情や怒りの

I.11訊､l町内会良への抗議の電話､住拭同志の トラブルなど大混乱01,500lLi.帯への徹底の難

しさを痛感｡

しかし1年程たった現在､ゴミの残を副ま嬉しいことにかなり減ってきている｡だがまだ実

際にはボランティアが第千の ｢ダメゴミ｣を､何とか回収してくれるゴミに "ご改良 ?" し

て下さっていることもr]t'火だ｡かれこれ 1年も1Jiflll所に11働 していると､この ｢ダメゴミ｣

を山す人の色々なパターンが見えてくる｡

① rわかっちゃいるけど､やめられない噂j - ･これが-番数が多く､自分の家にゴミ

が無くなれば幸せだという方｡柴枇所近辺の方々の幸せも考えて./

② 『分別など全く側心が無い′j･:川人Jf'J..B･･･LL:.しい分別をお雌いしても､次はまた同様

なゴミを出される方｡言垂もすれ過ってしまうのでお手上げ./

③ rゴミ行政に高遁なご意見や疑問をお持ちで､現状には協力出来ません型｣ - ･ご意

見は国や市へ｡とりあえず今の分別覚えて./お願い./

④ 『行きずりポイ型.D- ･ゴミの持ち帰りは今や常乱 鹿川の町には旅てて行かないで./

もちろん栗Luの柱脚 こは､他の日日̂Jへ捨てる方はいませんよね?

⑤ 『うっかり型｣『思い込み型』 - ･人間誰にも ｢うっかり｣はあるもの｡仕方ありま

せん｡｢思い込み｣はなかなか強tlgで､気付くまで時HHがかかります｡
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このようなゴミの現状を少しでも改善する方法として､色々な声が上っている｡

①ゴミの集桃所の数を増やす｡ ･･･現在柴田には22ヶ所の集積所しかなく､約70世帯に

一ヶ所の1.1tlJ合｡ IrJJによると20-30IH.･･TTHこ-ヶ所相度が過当とのこと.柴田もこの判介で

増やしたいところだが､｢増やすの矧戎Oでも我が家の近くは反対｣では実別出来ない｡

その他､Jl旧番制で集積所を移動させるなどの意見もあるO他の町内などの例を参考にす

ると､少ない軒数になれば確実に状態は良くなるようだ｡

(診ゴミ袋に名前か住所を.[_Fく･･･紙抗のある人もいらっしゃるようだが､Ĵ(際に実行 し

ている町内会もある.でもしなくて折むようになればベスト.

ゴミ分別が始まって1年が経過｡肝要なのは資源とゴミの区別｡現在資源回収が行われて

いるのは､新Liil紙､雑誌､ダンボール､牛乳パック､その他の孤 (紙の布器包淡など)と金

城､古着の7柿板に､水曜日の缶､ビン､ペットボトル､木曜日の'裕器包装プラスチックの

計11種類が資源物としてリサイクルされている｡従ってこれらの物は汚れを落として出す必

要がある｡J]L榔Ilの不燃物､火 ･金曜Hの燃せるゴミだけが本当のゴミ.

又ゴミを分別する側の我々としては､メーカー側に製品の材質の明記､災なった材質を組

合わせたものは､分離Lやすい工夫をお願いしたい｡食品などを中心に明記されているもの

もかなり増えてきているが､｢一体この材質は何なのか?｣と首を傾げてしまうものもある｡

rrJ'の方では､｢分離幽難なものは､そのままで｣ということだが､ちょっと分けて出そうと

すると､台所川品にペンチや トンカチを加え､ついでに腕力も鍛えなければならない｡

各都市によって違うゴミ処増!法｡E]本中がまだまだ混乱しているゴミ行政｡資源回収と言っ

てもその担川父率､IrfLf.法､利川度など課組はLl.1械み で あ る.
ゼい

我が柴田)Lrl内会も ｢美化委員会｣から今叶は ｢ゴミ0委員会｣と名称を改め､昨叫の反省

の とに立って活動を始めている｡健闘を期待します｡

20世紀の負の通産､ゴミ問題副こ直面した1年だったが､とりあえず私達は､集枇所に残さ

れないゴミを化しましょう｡すさまじい悪臭｡喜んでいるのは､朝のカラスと夜のゴキブリ

だけですO鼓後に､友人間11億志子さんが "カラス"を.詠んだ歌を2首紹介します｡

o夕農を二;JIJの鵜は寄り添いて語らふ如く山へ向へり (30年前の作.rllu)

o塵処即tは指数羽は人の米ぬ合llruぬいっつ袋を破る (LIl･近の作l一日■))
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町 熟 す

2-16･-2 中 村 斉

仮に-卜年一昔をそのまま受け止めるなら､棄田の町が産声をあげたのは､hL-むかしのその

LI.-･のことになる.拝が3つも付けば道路や区ILInま変わらなくとも､色々と様変わりするのは

'ILl然というものだ｡

私通の肘Jが接する県道が髄僻され上下2中線｡ くねくね曲がってIF'f鰍 まあったが､やはり

直線の方が見通 しは良い｡この道路を通るバスも飛躍的に増えて､今では1時間に5本も走

る｡般寄りの駅名は ｢野比｣から ｢YRP野比｣とハイカラになった｡ エスカレーターが設

kyiされるなど予想もしなかったことである｡
ち1うかん

土地を購入する時にもらった ｢第2期分譲｣のパンフレットに､卿 1%.島轍した等員が峨っ

ている｡ひな段は整備されているものの､どこも草に覆われていて､少なくとも私の家の南

には一軒の家も建っていなかったoその草原に家が辿っていくのはt.iかった｡｢きょうは3

軒で_I:.株式だった｡｣｢あの角の敷地でJiも礎T.'lfが始まるO｣食卓をl川む夕食の訴掛 ま､Llr†が

建築の槌音 ･⊥貝の音のように賑やかで､｢あの家のデザインはおしゃれだ｣｢あちらは柵づ

くり｣といった具合だった｡土地の登記上の名の字山田も消えた｡

懐かしい物売りの声.かなりお歳を召されたご婦人が､毎朝 ｢ナットー ナットー｣とJji

下がり淵丁で歌うように町内を阿っていた｡｢ilT斯IilrJ､ ■!7-#_孟i:J がJli･近では ｢オー トバイ｣

やら ｢ステレオ･テレビ｣に変わり､｢率良 くチリ紙と交換 します｡｣が ｢無料にて､ムリョ

ウにて｣と変わった.変わらないのは ｢物干しで､20年前のお値段です｣この物売りのl王i'が､

日本の生活にまだ親しんでいない外国の方には何やら怖い物とriHこえるらしい.栗田にも外

しT_qの方が住むようになった｡市内に住んでいるアメリカの人々に､色々な情報を伝え､rl木

語の指尊やrl本文化を紳介するボランティアグループ (ポットラック インターナショナル)

に矧 Llの方が参加 しているのはうれしい｡ご近所に住んでいたアメリカの方が､｢焼 きいも

を円ってみたい｣というので､ローマ字でせりふを書いて差しJ･.げたことがある.｢焼 きイ

モー｣と来たら手を上げて呼びLLめ､ "Ojisanchiisainohitotukudasai''大成功だっ

たo母子はニコニコしながら ｢おいしいです｣と頬張っていた｡｢大気の良い日にベランダ

に干して､しまう時パンパンと叩くのは何だ｡｣と問われたので､

押し入れから布川を出して放き ｢ジャスト トライ ジャパニー

ズペット｣と体験 してもらった｡妻も英A/享はチンプンカンプン r

ながら､花火の時には､そのアメリカ人親子とお友達のグラマー

美人に浴衣も着せて差 し上げたりもした｡同際都市横須賀の柴

Hlもインターナショナル｡草の根外交の一役を務める.それに

しても外川の方のあいさつは､さわやかである｡
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｢私は下手だからと尻込みしないでください｡知っている人がいないからとおっしゃらな

いでください｣私が~か ､た町の同好会へのおさそいの文である｡｢1,000世･TTT･近い人がこの町

に→紺に住んでいるのだから､趣味を通 じてお11.いに知り合って行きましょう.｣ これが同

好会の始まりである.凶基や将帆 こはかたきという名の友が､チーム作りには､野球ならと

りあえず9人集まることが必要である｡カラオケには良い聴き手､俳句だってライバルがあっ

て上達する｡焼木坂の]幸司崖さんへ入ったら､こんな矧附が目に入った｡俳句同好会のlll崎

義雄さんの一句 ｢幸力司の笑顔がのれん初旬会｣

繭店街のどなたもまずは笑顔で頑張っていらっしゃる｡

数年前､市民文化祭に私は栗田の町をこう読んで投句した｡｢いろどりの溶け込むほどに

町熟す｣

辛い退-H'のF'1'･木市行さんが佳作としてとってくださった｡j馴 p-の中で ｢川f熟す｣が良い表現だ

と公めていただいた｡蛇足ながら ｢いろどり｣とは秋の小鳥運のこと｡私は ｢いろどり｣の巾

に人も木も生き物たちも､程よく溶け合って東田はいい町に成長したなあと実感を読み込んだ

つもりだ｡私は､町はすべてが程よく調和し､人々が和めることが邦-だと考えている｡

さてもう一言｡町は熟れたら落ちるのではあまりに寂しい｡熟れた町という'炎には､入来

への種子が実っているはずoこの町をthて国内外で活軸しているA:荊たちが､やがて帰って

くるであろう彼らを､暖かく迎えるふる里をつくっていきたいO山本止析さんの柴田音曲の

ことばを引かせていただこう｡｢栗田良い町 憩う町｣

た だ た だ 感 謝

元柴田小学校校長 天 田 晴 基

私はil-I-･成二年Pq)Jから六年三月までの四年間､来日小学校に在職させていただきました.

お陰様で学校の二十周年という節目の年を過ごさせていただきました｡この四年間は､私の

教職歴の中で忘れることのできないH々となりました｡色々のことがあり､今もって感触鼠

ですが乗り切ってこれましたのは､地域の皆々様の暖かいご支援の賜でございます｡今もそ

のご縁は近藤会長始め横様とおっきあいをいただいており､終生変らぬものと人切にしてお

りますoさて､昔も今もすぐれた実紙を残す学校は開かれた学校です｡閉鎖的な学校ではバ

ランスのとれた子供を育てることはできません｡柴円小学校も多くの皆様のご協力を得て､

さねばならない時が到米しているのです｡私も遠くから見守ってまいります｡皆様､柴川小

学校をそして子供たちをどうぞよろしくお願いいたします｡退任のおりに近藤会長始め鞘様

が､眼を赤くして見送ってくださり､こらえていた涙があふれてしまいました｡いま思って

も奴がうかんで参ります｡ありがとうございました｡
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す ぎ た こ と

2-27-4 渡 辺 長 春

3分の 1世紀とは､親の役目をはたす期間だと実感 した｡

1971咋 (lI僻目46咋)12)J､史‖ (lH野比‖l田)に来た当時は､親父はすでに退職 していて

l'1分の好きな詩吟 ･俳句に少中で､テレビJLl司アンテナの投('L'''I.に枇杓郷Jに側っていた｡私は

神奈川少.ilで子ども∈IJ'･門の捕院をっくるというので､胸おどらせて赴任し耶百日11-山に住んだ｡

2人の子どもをっれて川ッHl稲荷周辺を散歩 し､その田や池ではザ リガニを釣り､カブト

虫を揃え､カメも牡心 していた｡家内は町内のフォークダンスの集まりに‖て楽しんでいた｡

30咋前といえば､山東多呼ニュータウンで1,200戸の人属が例始され､小柳ル ミ子の ｢わ

たしの城下1町｣がはやり､カップヌードルが発売された年である｡

今 (2001年)､親父は亡くなったが､子ども達は一人前に育ち､家内は年を忘れて蛸々と

して舶り続けている｡昨年私は定畔を迎えた｡かつて散策 した田 ･池 ･丘はすでになく､

｢四ッtt]稲荷｣と ｢もちの木｣だけが残ったビル (YRP)が立ったコンクリー トの道で､

さてこれからどうするか--｡

3分の 1世紀とはこんな時間の流れであった｡

柴田遣

｢く｣の字に咲くやつつじ花

(良香)



近 隣 の 史 跡

1-9-6 山 本 正 治

(彰御霊神社

高い石段は江戸時代のもの.御霊神社には祖先の富を黙ったものと鎌爪柵五郎景政を祭っ

たものと二椛机あるが､この神ネ[･.は後荷で佐原--1･郎為姓が例兆 したものと害われている.

②常 勝 寺

金谷山大明寺の末寺､日蓮宗宝泉山常勝与と号す｡=.浦半島32か寺の中で5つに数えら

れる寺｡

⑨聖徳院太子堂

目迎宗木覚寺末寺｡ もとは久里浜の宗IlHJ-･-の末寺で､浄土宗であったがJ｣遜宗に改宗､

聖徳太子を本尊としている｡

④正覚寺

小谷Illとぢ･し､｢二Ⅰ迎宗O常勝 iJJ'･･の隠

LT.･寺｡加藤清正公をd'iL!っている.弧弥

増は江戸時代宝永年RHのものO

⑥佐原城祉

WJj抜20m余､-lul'･は台畑 と呼ばれてい

た所で､内川の入江をはさんで悠Ill城

や周辺一帯がパノラマのように見渡せ

る｡ ここに三浦大介は太子十郎義連 を

lr.7.き′:I:らせた.

⑥巴御前の基

三浦半島で産出する砂岩で髄頑判の

ものを弔ねているが､かなり崩れてい

る.源義仲が般矧を遂げるまで行動を

共に したLiL御前が､和田義盛の側室 に

なった話はあるが､佐原十郎義連 とど

う結びつけるか推測を拡げるのみであ

る｡

⑦熊野神社

熊野信仰が こんな山奥にまでと考え

られるが､鎌倉時代はれ戸のす ぐ近 く

まで村A'があったというif､又漁労 も
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行われていた事も当然であったと考えられる｡現社殿は内川の水神宮の旧社殿であるとか｡

L′す満願寺

佐頂十郎義過の発願によりIdtてられた:J'･･｡大矢部の満.ul!i･の末:]'･･の臨済禅寺｡かっては

七堂伽藍の解った人.11'=であったという.虫の観音常 (現在は庫樫の右手の収戚雄)に残さ

れた観音菩薩は 卜郎義連の等身仏とか｡平家討伐のため西に向かう義連が戦勝祈願のため

先願 し､それが満たされたために満願寺と号したとか.観斉菩薩と地蔵菩薩は国指定の文

化財､不動明王と毘沙門人は市指定の文化財となっている｡句碑 "まずたのむ椎の人もあ

りAl̂ 立"は耕末の浦餌奉行与ノJ､中島三郎助の吉で芭億の句O観旨望わきの五輪塔は佐

原 卜郎義連の儀｡

⑨道祖神庚申塔群

道祖神庚申椛とともに八堪｡ もと柴田道脇にあったものをt,FT<退改修の折ここに合殺した｡

古くからの庚申沸､庚申侍､三十三枚講など上肘 言仰の名残である.

⑩念徳寺地

山 ぐみの木が一本あり､その ド側に養石が一基建っている｡この念徳寺は岩戸にある満

願寺の末寺と言われ､押者 卜.人の隠居 寺であった｡

⑪等賞寺

米久llJT･覚寺､El蓮宗､甲州身延山久遠寺末｡観音堂には歓喜天を腹寵にした厨子入千

手観音と手足の無い似んだ仁王像がある｡これは最 も古い仏像 (平安期)で､市の文化財

となっている｡

⑫触発神社

祭神は御滝五郎盛定 ･水速男命｡祭神の一つは湧水を滝として杷ったもの｡ もう一つは

民部大輔藤原盛重の子､御滝五郎盛LjiIを肥ったものとの二つの説がある｡

⑩かろうと山舌坊

海抜95m､-【帥こ篠竹と雑木で覆われた墳丘で､水磨きの切石の組み合わせのイ丁室であ

る｡側壁は大小12枚の切石で､南北230cm､東西77cm､深さ80cmに組み合わされている｡

イi室内から発見された､鉄片､金銅片等は市の博物館に展示されている｡古墳は奈良時代

申Jgjか後糊のものと推定され､いずれ古墳の主は三浦半J:L有数の豪族であったに過いないO

今は理めもどされている｡

⑭⑯通信研究所 (通研)とYRP (横須賀 リサ-チパーク)

平成9年10月1日にオープン､電波､情報通信技術の研究開発の拠点｡町名は "光の丘'

奥の通桝はすでに数年前から活動 している｡

⑯天照大神杜13心ひるめL'ちのみこと
祭神は人tj蜜貴命(天照入神)｡伊勢皇太神宮の祭神で350年程前に創建された｡長沢､

ている｡
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⑩称名寺

酔迎山称名寺､_三浦三十三紙背十一番札所｡観青草は明治時代の建寸､ .'陵髄り批評'

が安(旧されているolIrくは上'.tr=,''/i･,:人坊院と称 し､観音'i;i:と共にT駄 ケ崎にあったが､氏永

'rFJl'L,1(1232-1233)に時の僧j'法が親駕に帰依 して浄土虫宗 (幽本棚寺派)に改宗 し寺'L3･

⑯最蔵寺

地相｣_lJli･臓 ､LJ'･･､浄上土-1･宗､l札榔iJJlJは最善妨植林.卜.人､出応元年 (1222)の川畑､､Jl時

は最速坊と称 し､大台宗の寺で野比地区最古の寺院であったO正止こ元咋 (1288)[1･十貞宗

に改宗された｡

⑩最宝寺

とした｡")比 は後に親鷲上人に帰依 し､浄土貞宗に改めた.九Lu･明心法師の時､鎌倉から

野比に移って来た｡薬師如来の像は県の重要文化財に指定されている｡

⑳最光寺

法馳llJ'j;fl'1院.浄土貞宗入谷派｡閑掛 ま行基と伝えられている｡始め人台宗であったが､

後僧IlJ光が親驚上人の弟子となり､浄土貞宗に改宗 し守を鎌倉松虫ケ裕に移したが､兵火

に遭い衣笠村に移る｡後､僧了誓の時この地に来任 した｡

⑳白髭神社

祭神のは[u彦命はtj水の華別の的､天孫降臨の際に凌々杵命を先導 したとIiiえられる｡

我が畑山古の山緒ある近江の白髭神社の祭神を勧請 し､披見いT･駄 ケ崎の.ifljの安全と人々

の守護安泰を祈念する杜とすると共に当地の鎮守として此 られた.この地区にも浦斑と同
と か やま

様に ｢虎WJり｣が伝えられている｡また社殿背後の富塚山の南鹿社叢林はLL,i･の大然記念物

に指定されている｡

⑳若山牧水歌碑

人正4年3ノ1から1年9ケ月あまりこの地に住み､夫人の病後の静養に､一1った｡その間

牧水は多くの歌を残 している｡牧水夫妻を偲びここに記念の歌碑を建てた｡

(梅に血して)`̀山鳥は哀 しからずや空の再海のあおにも弛まずただよふ.' (牧水)

(出 血 に) ■̀うちけぶり鋸山も浮び米と今日のみちLはふくらみよする'1(蕗占(一夫人)

(長岡半太郎記念館の庭に)

叫海越えて鋸山はかすめども此処の長浜浪立ちやまず" (牧水)
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史 跡 巡 り

1-35-1 宇 津 見 浩 一

永い会社員生活に別れを告げ､このtIllに腰をおろ し

て7年になります｡当初常什えから解放されたことで､

何んと臼山'jtも腿な/tiJ;･は良いものと.Lil.い､気炎なf,iH

を送 って居りましたが､､■'I然の弔乍 らその様な/L活に

も徐々に嫌気が出て参りました｡加えて全 く体を動か

していないと身体の調 √が悪 く､かと云って日何んの

Fl的もなしに妙き辿っているだけでは長続 きする筈が

ありません｡その様な時にIIIl内の ｢史跡巡 り｣の会が

あるのを ｢葉山だより｣で見付け､参加することと致

しました｡私が参加 した最初は柵かljS･LJJu71のしおさい

そもそも燃史とは多少のRL味はありましたが､それ程深公帖)であったと記憶 して居 ります｡

い追訴があるわけではなく､ただ少いていても見過 ごして しまう糊<だらけで したが､案内

者のわかり易い説明を聞きながらの散策はまことに楽 しいものがあります｡加えて野外で食

寸数えられませんが､蛾姐iJ'i市内は勿論､横浜から三浦､鎌爪､地目11辺まで､神祭Jlll黒内を

ずいぶん)i;･きまわって屠 ります.その都度､案内者は 卜調べをしっかりなされてJL･;･り､我々

の知識を増やして呉れて居 ります｡史跡めぐりをすると云うことは何と楽 しいことであるか

を再認識させられます｡勿論この近辺だけでなく､全川には沢山の史跡がありますが､当地

の特に鎌か稀府創設時の=.浦'rf.:川の史跡等を含め､か こもっと古い心跡等 も見ることが出来

ます｡史に新 しいところとしては､菖蒲固､横浜みなと未来地lX_､Wlrもj国際村T.にも足を延

ばし､一 日を楽 しませて貰 って居 ります｡ こと私に関 しましては､あまり熱心な参加者では

なく､何か事があると欠席させていただいて居りますが､それでも出嬬致 しますと､それな

りの収租があるものです｡次の機会にも又出席をと云う如 こなりますOメンバーのIIlには写

虫に堪能な方 も屑 られ､毎回全員揃 って撮 っていただいて培ります｡誠に山い.i己念になり､

アルバムに大事に保存 して居 りますO以上思いつ くまま書 きましたが､辻井皆様にもこの

｢史跡めぐり｣の会に参加されることをお勧め致 します｡
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日本一のマンモス校だった栗田小学校の思い出

2-14-1 稲 永 純 子

栗田の町の7･ども達が通う栗田小学校は､1973年4月に開校し､児童数は733名で した｡

そしてわずか2咋間で児竜数は2倍以上になり､開校3年Hの1975年4月には1,524名になっ

たのです｡こんなに児帝数が急増 した学校は､日本でも､いや世界でも他に例をみないので

はないでしょうか｡1975年4月に18名もの職員が者托 し､私もその中の1人でした｡その後

10年間､1985年の3月まで､私は粟山小学校に勤務いたしました｡

栗田小学校は､東田や-イランドの7:区が住宅地としてI榔ナていくに従って､児虚数がど

んどん増え続け､プレハブ校舎7教宅も辿てられ､さらに4階蛙の校舎ができました｡それ

でも足りず､以前のプレ-プを撤去し､校庭側に又8つのプレ-プ教室ができました｡1978

年には児童数が2.190人になり､日本一のマンモス校としてNHKのテレビの取材を受け､全

国に放映されました｡そしてついにパンク状態になり､1979年に神明小学校が開校し､東田

小学校から683名の児塵と校長先生を含む237.の職員が移っていきました｡学級数も51学級

から35̀､ii':級になりましたが､それでも児竜数1,535名の大きな学校でした｡ しか し､その後

少 しずっ児市数が減少しはじめ､私が10年臼の1984年には28学級1.127名となりました｡そ

の後はどんどんiELl市数が減少し､今度は教室が余りや教室をデイサ-ビス等に利用される学

校となり､再びテレビで放映されました.2001'rr:･度の別/1･:､姫Ill小学校は神明小学校より小

さくなり､日学級318名で､あのマンモス佼時代がうそのような小さな学校になったのです｡

私が着托した時は､職員室には机がありませんでした｡食堂のテーブルのような感じで職

員が座っていました｡体育館もなく､とび箱やマットも校庭に出して体育をしていました｡

プールもなく､水着の 卜にタオルのマントをはおったすども適をぞろぞろとハイランドプー

ルまで巡れて行きました｡又､校庭側のプレ-プ校舎で過ごした時は､毎日妹は砂だらけで

お掃除が大変でした｡夏は暑くて暑くて我慢のできなくなった男の先生が､ホースで屋根に

水をかけたこともありました｡テレビでマンモス校として放映された年は､全校朝会でも機

に令学年が､11,:べず､低学叫が前､高学年が後ろに並んでいました｡令校で運動会もできず､

学咋運動会を行いました.新しい職員宅には70

人位の職員がいて､朝の打ち合わせもマイクを

使っていました.超越の先生も2人いました.

新一､;'糊 には､いっも1クラス分化の良さで転入

生の列ができていました｡集団下校訓純の時な

どは､各班短に秋をかかげて行列を作って各公

図まで子ども適を連れていき､おうちの方に引

き渡したりしました｡とにかく､何をするのも
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大勢でした｡でも､運動会のダンスや騎馬戦などは､大勢いることによって迫力があり､見

事なものでした｡

紫川の町が30年の今年､私が受け持った林淡生もちょうど30ノナ~を迎えましたoこのItI':叶は､

クラスは変わりまLが､4年から6年までtLl.任をしました.運動会でのダンス ｢みかぐら｣､

陸上記録会での活躍､クラスで演奏 した ｢大脱走マーチ｣､日光修学旅行やポール大会等､

この6年生との,LILir.い川は､私の東田小学校uIi代のrrlで 1番輝いています｡ついJi･近この中の

数人とお話をしましたが､今では立派な社会人となっており､とてもうれしく恩いました｡

私が柴LU小学校で般後に受け持ったのは､可愛いl年生でした.この叫に桃iLi致市が ｢21

世紀-のわたしの伝言｣を募集 し､クラスで応募しました｡それが今年､21世紀になって私

の手元に戻ってきました｡それにはおうちの方のメッセージもあったので､皆さんに届けて

回りました｡数人は転居していてお返 しできませんでしたが､17年振り2度口の家庭訪FTI,Jと

なりました｡1年生だった教え子は､23才の〟隼となっていました｡何人かのおうちの方と

もお会いしましたが､懐かしく恩いました｡

私は東田に住みながら10年間も栗田小学校に勤務いたしましたが､教え子は延べ334人に

なりました｡素晴らしい-(･ども達でした｡保盛名の横様や地域の方々には大変おt!ti舌になり

ました｡長い間､気持ちよく勤めさせて頂いたことに感謝いたします｡そして今もなお声を

かけていただいたり､お便りをいただいたりしていることを幸せに思います｡

今年､私は町内会の用事になりましたが､町内会良さんをはじめ多くの方々が粟田の町の

ために努力していることを知りました.あのマンモス校だった史rll小′'if:校の不発fl:.の巾には

この地を離れてしまった人もいるでしょうが､粟FI~=こ残っている人も多数いると.Liい ます.

ゆくゆくは､その人達がこの栗田の町を支えていってくれることでしょう｡東川の町が､い

つまでも平和な住みよい町であるようにと､この町の一員として心より願っております｡

児童数の変遷

｢参考文献｣

粟m小学校創立

20周年記念誌より
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｢盲 諒 高妄 福 富請 -己をr';嘉 ㌫ 萩 ~音 読 盲 言責 b-3'蒜 転 ●Iiいこ､思い出をつづっていただきました｡､_ ノ

栗 田 に 住 ん で

1-38-2 山 崎 由 紀 子

粟Mに住んで24年･･--･･･｡5歳の時に引っ越 してきてから少

しずつ少しずつ変わってきました｡空地がテニスコー トになり､

道路も釧装されLE-i_L.テニスコー トが爪に変わり-.･-.周辺 も

高速が佐原まできたりYRPができたり引っ越 してきた時とはか

なり変わってきました｡

それでも柴田を閃む山々はまだ失われずにいるのは少 し嬉 し

い感じがします｡中学校からの捕り道に柴田のLLlに沈む夕日を見て､その空の色とLl｣の彩が

締麓でこの情景がいっまでも残っていて欲しいと思っていましたO 二■/Iり前のように11然が壊

されたり､または手が入れられ人間にとって都合のいいものに変えられたりするなか､少 し

でもそのまま変わらずにそこにあるこの日然は､柴田という町になくてほならないものでは

ないかと比Itいます｡

栗田池でザ リガニ釣 り

2-37-7 北 村 和 広

自分がこの町で幕らしてきて一番記憶に残っているのは､小学生の

頃のことです.F1/分が小学Jlの頃､柴Itl小学校は､6年mあってもI'iJ級生全員のrl前は覚え

られないくらい沢山子どもがいました｡それでも､遊ぶ場所にはとくに困りませんでした｡

栗田はそんなに大きな町ではないけど､いくつもある児帝公園や小学校の校庭､空き地､そ

して血JJで遊ぶことができたからだと.1山 ､ます.たとえば､血 LIにある ｢あわた池｣に行く

と､エサや糸が池のところにLiHきっぱなしになっているので､後は近 くにある竹や木の枝を

使ってT･にすればすぐにザリガニ釣りができましたOそれにここは､車の通る尚も比較的少

なかったと思います｡最近は市が前に比べ増えたようですが､それでも静かな所だと思いま

す｡
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東川もいろいろと変わっていくとはいますが､これからもこの町をしっかりと見ながらいっ

しょに叫をとっていきたいと思います｡

栗 田 の こ れ か ら

2-3ト 16 岩 瀬 勇 希

野比と長沢の二郎が ｢栗田｣にⅠ町名変史され､粟田が町として正式に

誕生したのはt咋神目50年 (1975)3月 lHのことで､ ここに人が住みはじ

めてからは30年ですが､町制としては､平成14年 2月末で27年というこ

とになります｡

私は､生まれてから30年を ｢粟圧IJで過ごしてきました｡特に､昭和

50年前後は乗り｣に移り住んでくる人がJllも多いl時期で した｡当時町内に

は私と同年代の(.供たちが多くいて､今と適い空地のほうが家が辿っているところよりまだ

多く､遊び場にはうってつけでした｡今は家が建っている空地に枯れ草で秘密基地をっくり､

野比 ･長沢に抜ける山を駆けめぐり､ザリガニを釣ったり､蛙の卯をとったりして､実はそ

れらを生で食べたりしたことを今では恐ろしくも懐かしく.tit.い出します.これにjli感 できる

人はそうはいないでしょうけれども｡とにかく､そういう私達の親もA:い世代が中心で､そ

ういった意味でも､栗田は若い町でした｡

Ht,Jで､柴川で牡まれ育った多くの子供たちが粗になり､彼らの子供が遊びはじめるころのは

ずですO矧_llに住み続ける､あるいは戻ってくる､■叩寺の子供のIU.代 が少ないのでしょうか.

気掛かりです｡

私は､現れ､俵須賀市内のあちこちの様々な人々と接する機会があるのですが､横須賀に

は戦前からの惟史を持っ古い町が多くあり､小さな市内といえども､Jlrl々 によって独特の罪

因気と文化がありますO粟tuはまだ30年ですが､いつまでも新興住宅地というのであれば､

それは違うでしょうし､いけません｡

そんなことを考えていたら､何か､iJi'xtのあることをしたいと

いう術動に駆られました｡取り敢えず､粟川小l̀i::校の不発lliを集

めての記念行リは か､個人的には同窓会でしょうか｡

そういえば､一緒に遊んだ彼らは今どこでどうしているのかなぁ｡

久しぶりにlt一.い友人に会いたくなりました｡
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納涼大会への参加､同好会やクラブへの練習の場の提供など､日頃栗田

町内会にご協力いただいている三浦藤沢信用金庫栗田支店の支店長に寄

稿 していただきました｡

粟 田 町 の 一 角 で
カオル

=.浦藤沢信用金庫 前史川支店長 山 本 芳

三浦藤沢信川金庫粟旧支店が､皆様お住いの粟田町の一角にて産声をあげたのは､今から

26年机の昭和501f:･9ノ｣16日の■拝でした｡以来､柴F印Ill内会の皆様を始めとした多くのお米様

のご支援に支えられ今日に至っております事を感謝致しますと共に厚くお礼申ししげます｡

開店当初は現在の様に住宅は整備されておらず､支店のJ訓網には数える程の家しかなく､

私共本部の役Li他､開店に携わった関係者からも､今日の柴円支店の姿は想像も出来なかっ

たとの話を聞いております｡これも一重に､乗凹町内会の皆様が､私共三浦藤州 言用金庫東

田支店を､町内の一員として暖かく迎え育てて下さった臓物であり､電ねてお礼巾し上げま

す｡

私が､来日支帖の支店長として捌 T:致 しましたのは､平成11年9月1rlであり､丁度 2年

が経過致しました.そのFHtJ､LJIJ内金の皆様には､大変お1十指F,･になっております判 ま糸より､

納涼大会､敬老会､運動会等々､数多くの行事にお招き頂き､皆様と共に楽しい一時を過ご

させて頂いた事は大切な想い出の一つになると思います｡

色々な行'iiを通 じ､粟LH町内会の多くの方々とお会いする機会を頂いておりますが､常に

感じておりますのは､約1,50(川J.誹.r･､4,200人の人目t言う大きな町内ではありますが､人変

良くまとまっていらっしゃるなと言う事です｡町内の隅々迄､町のjJ'針と申しますか､私想

うに､巣Luカラーが浸透 しているな､と感じられます｡これも粟田町創設当時の町内会の役

員様から始まり､現在の近藤会長を始めとした役員の方々の､ご努力とご苦労の表れであり

深く敬忠を表しますo又､IL･Lよりも､町内会の会員の皆様の心が一つにならない事には､こ

の様な索tflでらしい町内には出来上がらなかったものとJiしいます｡

最後に､柴円町内会創立30周年を､心よりお祝いすると共に､益々のご発展をお祈り致し

ます｡
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-町 の 団 体 紹 介 -

㊥ 栗田老人クラブ (通称栗田緑会)の組織と運営の概要について

o老人クラブとは､凹の定める老人クラブ運常J占準による (名人福祉法)凹体で､地域社会

の理解と協力により､;-:ij齢者が高齢者自身の福祉を図るため自主的に組織され運営されて

いる地域川体を言います｡尚この川体の目的は①会員の福祉と健康の増進 ② レクリエー

ション所動 ③地域社会と交流 し利 土活動を行い､明るく住みよいMlづくりを目的とした

同体です｡

町内会の方々には緑会について具体的に説明を致 します｡

◎ 別9.､入会資格､会出､その他

①nu立 tll摘]46咋4JJ7日

②老人会として市より認められる会員数は50Y.以上と定められており､平成13年9月末現

在､141fT､男性66名､女性75名です｡
オオガケ

③代表者は､6代目会山 大懸象治郎 粟u71-31-14 TEL48-0848

④入会資格 棄u在住の60才以 J･.の希望者 (60才未満のjJ'でも準会員として入会可能です)

⑤年会費 ¥1,200(会計年度は4月です｡り j以降の入会者は月割計算となります)

◎ 会議､役員､月例会

①会運営のIlj滑化を図るため､毎'Tl三4月総会を開催し､本会の重要事項を審議します.そ

の他必要な'Jt項は役員会に図り (規約外)会長が定めることができます｡

(参本会の役ilは下記の通りです｡

会長 1名､副会長2名､事務局2-3名､会計 1名､会計監査1名､相談役 1-2名､

連絡員若 7'･名

rl'緬u会技補佐をlTiくことが7日.火るように定めております.

③月例会 毎月 (1､4月を除く)全員参加として下記の行事を行う｡

(1海 月行うものは月間諸活動の指示連絡､俳句会､誕生祝 (誕生ノ】の会員に1,000円の

商t,Tlu券を噌る)､懇納会 (食事会)等

(2))]を決めて実施するものは､各稀講話､映llIJi会等

◎ 奉仕活動

①地域の清掃 ｡焼木坂バス停附近の清掃 (バス停清掃割当表により週1回行う)

②公園清掃 〇中央公間､2丁目邦3公園､毎週水掛 l(雨天の域令翌日)実施

｡1日 l第2､節3公Liil､2TFl耶5､第6公♭削ま月 1回第4水曜口に行う

③資源回収 ｡原lllJとして第 3̂ 曜日実施｡Wr聞紙､ダンボール､雑誌､その他の紙､古

着

④野比海岸清掃 ｡年 1lH19リーンよこすか所動に協力

⑤Ellr内会.lJ;･行郎 o納iJ;(入会､文化祭､会館清掃7;.:･
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(◎教養活動

①映画会

(診高齢&･教室

③俳句会

④英会話勉強会

⑤歴史巡 り

◎ スポーツ活動

(Dゲー トボール

②歩こう会

｡年 2回位

｡行政センターにおいてil:･ItlrJ11日位

O毎月､例会において'R施

｡月 1回第 3火曜H

｡随時参加

｡毎週月～金鵬臼まで5日間

0年 2-3k･1位

◎ レクリエーション活動

(》旅行 ｡宿泊及びn如 りを含み年4-5日

②茶道 ｡煎茶､毎週水曜日午前

③囲碁 〇毎週火曜日午後

④日本郷蛸 ｡海退金曜H午後

⑤フォークダンス ｡毎週月曜日午前

◎ その他

①平成 6年 日本老友新l鋼 (全国紙)

(参平成 7年 神奈川新聞

③平成 9年 6月 クリーンよこすか巾民委員会

(参平成10年2月 市制記念日に沢目j市長より

資源回収の活躍に対 し掲載された｡

クリーンよこすか運動推進岡休として表彰された｡

㊥ 栗田子供会 ○創部 昭和45年 4JJ o代表 酒井順子 柴田2-46-144910468

off;'動勘所 腰JH小学校休ff館 ･町内会鮒など行リ[によってソi･なる｡

〇時間 定例会は毎月第-土曜日 午後 1時30分～ 町内会館にて

○部員 145名 ○会費 月50円 安全会会乃100円 (年間)

○内容 5月 新入生歓迎会 6月 町内会館前花増の植え替え､防災訓練への参加

7月 納涼大会 (出店での物品販売) 8月 ソフトボール大会 (粟Mヤングファイターズ1日.似)

9JJ ウオークラリーのお手伝い 10月 健h:運動会､敬老祝出会､文化祭への参加､町内

会館前花塙の植え替え 12月 防災訓練､お染 しみ会 3月 6年生送別会 (ボウリング大

会)

㊥ 栗田小学区体育振興会 o創部 Jl朋n48il･'･4月

○代表 山川英世 -イランド2-13-2 48-5280

0活動場所 主に柴田小PF::校 o常什理事 33名 ○予算 ‥汲 び三l町からの助成並びに幌

擬情の収益金等｡
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O内容 地域社会の体付の振興を則ることをFT的として､Jliの小学校学区LP.位に組織され､

市か ら委嘱された体育指導員が主体となって活動 し､特に青少年の心身の健康づ くり､明

るい家庭と社会づ くりに努ノJしている.

矧=小学区体育振興会は､射 [I､-イランド2･3｣一日で組織され､来日小学区住民の

健康増進 とスポーツの普及を図り､併せて相互の親睦を深めることを目的として､次の事

業を行っている｡

学l基対抗の球技大会への参加をはじめ､､■1振興会としては､健民ilf動会､席 ･秋のウォー

キング､同ゴルフ大会､同ボウリング入会､グランドゴルフ入会､卓球入会､バ ドミント

ン大会のスポーツ開催のはか､横須賀第一老人ホームフリーマーケットに出店 し､収溢金

を全噸その年の講題となった団体等に'iff付 し､納涼大会の模擬店収偽金はRT.事業の資金

として清川 している｡

㊥ 栗田青少年活動推進の会 ○創il. 昭和59句:･4月

○代表 山田発久 棄‖1-39-9 48-1348

0活動場所 MI内全区 ○打帥j イベントを中心に活動 O予井 巾補助金､町内会補助金､

納涼入会LIJJltT,:'A判からの収入

○内茶 当会は､地域住民 (大人)が告少年の為の各種活動や行事を推進することにより､

I町内の青少年の健全な育成を支援することを目的に活動 しております｡支援母体は､町内

より運営され､地域の特性を生か した･7.i;･動内容やI等少年の関心を誘 うような内'jfに気配り

し､推進 しております｡主な年間行事 ･活動内容は次のようなものです｡

①納涼入会における屋台販売実円

鮒菓子 ･ポップコーン･アップルティ･ガラクタ市等の販売'iL:習活動を通 して､労働の

大変さ ･人切さをflB解 してもらうと同時に､その収入が各柿行jiに生かされ､役立って

いることを実感 してもらう｡

② ウォークラリー

町内の公周等･を利用 し､朗 ･体 ･勘を働かせるゲーム的な舶技を二人一組で行うもので､

--緒に遊ぶことの少ない今の子供達にはili･頑な体験になっているものと確信 している.

ウォークラリーのH-休的な内容を記述する余裕がないので項目のみを列記する｡

人r耶†占t器､文学､得意技､難解ゲーム､紙飛行機制作 ･飛ばし､バスケ又はフリスビー､

デッサン､ゲー トゴルフ､ リズム､梨の皮むき､算数､人問物差 し､迎勢等｡

③周辺地域 との親善バ レーボール

④秋の文化祭における学区中学校の吹奏楽部の招膳 ･鑑賞

⑤春休み時のボウリング入会

以上のように､咋問で大体.=F準化させる形でプログラミングしていますが､少子化傾向
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にも関わらず年々参加数が増加傾向にあり､関係一同史に工夫を凝らして一層の参加数増

につなげていきたいと張り切っているところです｡

㊥ 青少年指串員について

町内会長､青少年活動推進の会会長の推薦によって選出させる｡

粟m地区より2令､任期は2年F.'H｡栗田地区 ･野比地区 ･-イランド地区そして野比中学校

とのパイプ役として活動している｡活動内容としては

(Dイベントバレーの開催

②地域パ トロール (年 3回で各地区)

⑨黒船然りでのパ トロ-ル

④地区恕淡会への出席

⑤野比中学校 (校長 ･教朗)､執行部 (生徒)との話し合い｡

相談してみようかな

ヤングテレホン横須賀

小学生･中学生･高校生のための電話相故

電話･FAX26-1177 秘密厳守

受付時間 平日 10時～17時 I
FAX･留守''七･EメールはいっでもOK
お休み 十日唯 ･祝日

璽 ■ 『
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栗田線会ゲー トボール部 ○創部 S55年 6JJ o代表 新宮茂 5掛]12-7110 48-5090

0活動場所 ･曜口･時間 第3公園 月曜～金唯 午前9時～11時30分 ○部且 21名

○会灼 年2,000m

oĴJ苓 昭和50年的､行政からf:,I;齢井向けのスポーツとして紹介があり競技の).t本から始め

ました｡当初は､男性中心でしたが女性 も容易に出来る事が分かり､親帖と健康を兼ねた

ふれあいの場として､多くの人達を誘って楽 しもうとPRしたところ､北下浦地区全体に

普及 し､今では10団体のクラブがあり競技大会など催していますo部員は217,ですが､別

邦以来の方が7名おられます｡Li高齢90才の方は今でも別役でプレーをされ､構須出ゲー

トボール連盟から ｢健康功労Il-i'｣を受けるほど元気です.また､公認の務判貝資格者は10

7,で､平均年齢77才ですが､皆さんのはつらつとしたプレーとマナーが他所から評価され

各秤大会で入社 しています.叔近ゲートボールは下火傾向にあると言われ､若い人から敬

遠されますが高齢化が進む巾で､価柄感も多様化 し､なかなか｣1ilJ.I:ましていただけないのが

実態ですo Lかしスポーツに通 じる事は印体競技でチームの和と健全な心身の向上､加え

闇 藩 鮮 寧 l

緑会フォークダンス部 ○創部 S62年1月 ○代表 新宮キ ミ 柴田2-7-10 48-5090

o析動秘所T･岬口･l矧臼J 町内会館 節1･3･4月曜 午前10時～12時 ○部員 21名

o会費 1,000円 o講師 渡辺ケイ子

o内容 緑会フォークダンス部は､今は故人

となられましたが九十嵐先Jliの御指導では

じめたのが､14咋前でした｡

平成 5年からは渡辺先生に代わり､すで

に8年を経過 しております｡平均年齢も73

才のシルバーですが踊 りのステップも軽 く

1㌦■ 若さイッパイで頑張っています｡毎咋I亘例
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の北下浦老人親睦演芸会には､必ず演題2llnをフォークダンスで出演し好評を拍しており

ます｡また､緑会新年会では発炎を)旺ねたWr曲を披露します｡

そのほか､6)~Jは別1月己念､12日にクリスマスパーティーなどで即日仲良く手をっなぎ､

輪になって踊りを楽しんでおります｡

緑会囲碁部 ○創部 S49年4月 ○代表 llr'城南一 乗EEl2-26-1 48-0139

0活動場所 ･唯El･時間 町内会館 砧過火LWH 12時30分～16時30分 ○部員 6名

o内容 過に一回程度ですが､呆け防ILの為に行っております｡お陰様で､皆さん元気で&･
いの生きがいとして､張り切って､楽しみながら続けております｡

緑金茶道都 ○創部 S49年10月 ○代表 成田キヨ 柴IjH -7-8 48-1342

0活動場所 ･曜日･時間 町内会館 Jj3[･,]水岬E] 0部員 6名 ○会費 10017j

o内容 当時お元気であった栗田在住の宮崎波田美先生 (東安部流煎茶教授)にお椀みして

会員は6名位で始められたようです.当時の会字引ま500円でしたが､そのうち会員数も11

7.ほどとなり全州1,00OHにlLl-I..上げし会員の糾睦をJ:_に)-!!(茶のお点前､客触り､飲み方等

鵬やかに練習いたしました.昭和57畔の文化祭より町内会館の二階和室に於いてお茶会を

催すこととなりそのうち､2回程都合によりお休みしましたが､平成2年先生がお亡くな

りになった後も会員一同文化祭の為に協力して平成4年の文化祭まで続けさせていただき

ました｡その後は亡くなる方もあり会n67.の内一人は病気中でもあり､たまにお茶のお

点前を思い出してみる事もありますが､専らボケ防止と親睦が主で､お茶を飲みながらお

しゃべりしています｡

緑会舞踊部 ○刑部 S55年4月 o代表 n:.岡和子 栗田2-20-3 JI8-7621

0活動場所 ･曜口･時間 町内会館 金僻目 13時～16時 ○部員 7名 o会出 500H

o内容 1.納涼大会の盆踊り､ 7月 ド旬町内会の盆踊りに参加致します｡

盆踊りの練習は､婦人部の御協力で2l~川り行います｡やさしい踊りで

すので､皆様の御参加をお待ちしています｡

2.触民運動会に参加､お尽休みのアトラクションとして参加致します｡

3.線会の新年会に出演､日頃のお梢古の成果の発表会です.平成13年

に恩師の大懸先生が亡くなられ､悲しくtT:･い日々でしたが､御指導い

ただきました樺山の肘りを大t/)に′:J:り､4.紘一Il棚巾りつづけて行きた

いと.沿います.
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外来語勉強会 ○創部 H3年12月 ○代表 大懸象治郎 愛川1-31-14 48-0848

0所動場所 ･曜日･時rlfrJ 町内会館 第3水曜r1 13時～15時 ○部員 10名

○会LIL 年1,200円 o渦師 見川徳数

○内容 最近､新Iiu､雑誌､テレビあるいは街に掲示されている看板等にカタカナ吉缶が氾艦

しておりますが､私達は丁度英語排斥という中で勉強させられ､馴染が浅 く非常に苦慮 し

ております｡そこでこれを何んとかしなければ､と言うことで刑部され現在に李.っており

ます.当初は､約15名でしたが､現/I-_は1041,程度となっております｡月一回の勉強会には､

予め個人の質PLuが項を当H持ち寄って､渦帥がこれに解説を加え､和気あいあいの中で､

∴t･t板に書かれた説u)Jをノートすることによって､頭の体操の一助ともなればと.rrLil.っていま

す｡

私通も時代にとり残されないよう､人IJiは常に勉強である封を忘れずにいたいものです｡

テレビをただボーッと見ているだけでなく､分らない事をメモしておき次I日日こ質問 しよう

と思う事が自分自身の一歩前進ではないかと､いっも若 くいる皆さんとの交流を深めるこ

とを念 じております｡

栗田公民虎史跡めぐり ○創部 S50年 4月 ○代表 山本 ･丹沢 ･大懸 ･勝山 ･駒崎

o活動場所 ･曜日･時問 三浦､横娼賀､柴山､逗子､鎌倉､横浜､東京 毎月一回七曜n

約 6時rLり o郎日 20-30rl(日向参加のため) ○会1(i100日j(参加ゴIl)

o内容 昭和50年､車の教育委員会生継'学習課の委託で粟Hl'､if:lX_公民館活動として発足.以

来､多角的な活動を続けて来たが､平成12年3月市委託による学区公民館活動は解散した

ので､粟田は史跡めぐりだけを存続することにした｡会員制をとらず､白山参加としてい

る｡活動は三浦半島､鎌倉､横浜､東東方llIiの歴史探訪､Ff料捉供など｡

計画立案､下見､案内､資料作成､写真搬影など｡

栗田囲碁同好会 ○刑部 S50年 ○代表 北沢正年 柴円2-21-6 48-5122

0所動場所 ･鵬rl･時間 町内会館 +.峨u第 1･3 午後 1時～5時､第2･4 午後 5

時～9時 ○部員 20数名 o会費 年rlH1,500円 大会柴 1,000円 旅行会費 10,000M

o内容 町内の知らない者同志が囲碁を適 して親睦と交流を陳lることを目的に阿井を愛する

IJ一志により発足した惟史のある同好会であります｡

親睦と交流の允hll時の目的も達成 し一時は60数名の大111.満 でありましたが現在は20数名

の同好の有志で毎週の例会と年4凶の入会を開催しております｡

栗田民謡同好会 ○創部 S50年 6月 ○代表 松本 樽次 柴円 I-33-7 48-7641

oifl'動糊所 ･WFHl･日射L日 脚†r̂J会鮒 毎週火峨Il午後 7時～9時 ○部員 37)
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○全 角 3,000円 ○講帥 小林淡動

○内容 2･3ケ)=こ-仙を仕上げてゆき､過去のuLlも交えて梢II''をしているO

栗田園芸愛好会 o創部 S50年6)J o代ぷ 楢川 直 棄Lll2-9-13 49-1929

0活動場所 ･曜日･時間 中央公園､町内会館､第3公園､年FH)16回の花き展示､即売会

o部員 64名 ○会出 月200円

o内界 l獅H50叫に東田Jd栽愛好会として発足､その後平成8咋にif･舶j愛好者が参加し名称

も紫Lu園芸愛好会に変わりました｡年rul行叫は4月にエビネなどの春の山野草展､6)J始

にサツ与などの春の花山展､6月束にウチョウラン鑑賞会､8)]にサギ草展､9ノ｣に敬老

の目巌示会､10月に人文字草展示会､といった具合に年間6回のメイン･イベントが開僻

されます｡

愈貨をめざし､各会臼は毎日草花の手入れに余念がありません.展示会にはJIlJ内の件さ

んが鑑賞においでになり､即売品を格安でお求めになります｡

虫眼鏡でも見えないほどの小さなウチョウランの種子を允iJf･させ､立派に花を咲かせる

特技をもった人もいます｡中央公蛸と節3公榊 (町内会館前)花牌の柵は腕川壁の会uた

ちが日曜大工でつくりました｡

中央公園の花が一年中きれいなのは､全会員 (64名)が一週間交代で毎日水やりを絶や

さないおかげです｡二人一組が年間を通 じたシフト表により､きれいな花を絶やさないよ

う可愛がっています.あなたも参JJnして化と対.話.･してみませんか｡

単軌a 良広 48-4944

煎茶 ふよう会 (休部)o創部 S59年4月

o代表 仲野ヤス子 粟田2-37-13 49-3479

0所動場所 ･曜日･時J.'u l町内会館 月2回火雌□ 午前rTl 0部員 6名

o会費 1,500円 ○講師 東阿部流師範 松永俊子 角井きくゑ

o内容 お煎茶は､互いに語らい糞 しみながらお茶を頂 くことから始まります｡お茶を兜し

む為のルールが点前です｡万代会館から始まり､会員10名賑やかでしたが､家庭のIIL梢 も

あって6名も危うくなり､現在休部になっております｡

栗田雷道同好会 ○創部 S52年9)｣ 代滋 佐久間陽子 (虹竹)野比 1-38-2

0所動場所 ･EW_EJ･時日T''J町内会館 月3回火棚まrl /｢前10時～ ○郎Ll 15名

○会増 1,500H o講師 佐久間虹竹

○内'容 栗田雪道同好会は昭和52年町内会で解された数回の書道講習会から発展 して/トまれ

ました.以来､町内の百数 卜人の方がこのr朋子会に籍を置きました｡

1/.･:久日TJ先/Jiは射 り一丁目にJ長く[1･-.んでいらっしゃいましたが､朋/1:は野比に移られ､お
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忙 しい中を私通のために教えに来て下さっています｡今は転居されましたが､この同好会

で市道を学んで､先生と同 じ'S査員になった人も二人あり､先生のすぐれたご指導の賜だ

とJil.います.先/Jiのやさしい御指噂のもと､初めて田下をする人､何年も続けている人ま

さんにごらん偵いております｡

栗田カラオケ同好会 ○刑部 S60年 ○代表 石川止(美(･ 粟IH2148-5 48-4333

0活動域所 ･雌rl･時間 Jtll内会館 第 1･2木曜rl o部員 6名 ○会費 3.000円

○講師 青木輝男

or̂l容 老人ホーム 5F.l魁lH.1(野比老人ホーム､シャロームなど)人数が少なくなった為､

軌.'りなどの所動がなかなか出来ません｡8,LL味のある方は､お茶飲みがてら気畔にLi･tif:して

下さい｡

栗田俳句会 ○創部 S61'rf:･4月 ○代表 山本正治 射 H1-9-6 48-1317

0活動域所 ･曜日 ･時糊 Ⅰ町内会館 第一一⊥曜日 乍前9時～12時 ○部員 11名

○仝鎖 半年1,000円

○内容 口山句 (5句) ロ清話己 ユ選句 ｡披講 o冷評 ｡兼越 (次回季劫) ｡吟行

詩吟同好会 ○刑部 S61年 4月 ○代表 岩測 ミチ(一 柴田2-39-2 48-4870

0活動場所 ･雌rl･時間 IlrJ内会館 jj3Ld水曜tj 午前10時～12時 ○部員 12fl

o会費 3,000Jlj o講師 i-JJ･木岳勇

o内解 男性4名女性8名のグループです.私達はいっ迄も元気で染しく和気あいあいをモッ

トーにしております. 日本､rfl同の淡詩 (人生の指針となる詩が沢山あります)和歌､

俳句を吟 じながら､休憩帖関には楽 しそうな雑談があちこちからfirrJこえ､いっの問にか2

時間が過 ぎてしまいます｡大きな声をl'hす事は健康に良いと聞きますoこれからも､出来

る限り永 く続けてゆきたいと水曜日の米るのを禁 しみにしております｡尚､会良を募集 しております｡

希代鶴会 (休部) ○創部 H1年 4月 o代表 小原キヨ子 柴田2-42-12 4818059

0活動場所 ･曜日 ･時間 町内会館及びrl宅 第 2･4日曜日 4Ll引.rH O吾Ii貝 8名

○会でlL 1.000lLj

o内容 主として地域外で神奈川県民謡協会}_催による､春､秋大会にLlJJ場 し発表 してまい

りました｡会員皆さんごLl身も年ごとに上達され､立派な資格を得られた方もおられます｡

私達サークル情動が良 く継続 したことは､HrT内会鮒開放にごⅠF糊Iiとご努力されました関

係者各付の賜と感謝致 しております｡
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仲良 し会 舞踊部 o創部 112年5月 o代滋 入野八重子 粟LL12-4811 48-8097

0析動場所 ･叫!rl･‖州 J I"JIJl会鮒 水Wr!= 牛後 ○邦L1 7名. o会費 1､50OrTl

o.鵜･blIli 大懸 トミ了･(Il=ノ､､l''･成13咋5)Jより不/I･:)

めました｡踊りの "いろは'から教えて頂き､会員は一時13名にもなりましたが年齢には

勝てず､病気や転炉;･苛で別/I:.は77.のみで頑貼って来ましたが､師匠の思うような細りは

中々できず､随分とお竹折りをかけました｡

緑会の新年会や納涼入会の為に砧'lF6lHlの榊りの振り付け ･衣淡の過払 こと､師匠の気

苦労 も大変なことだったろうと今更ながら反省しておりました｡

その大懸先生もJf先から体朋を肋され5月末大同へと旅立たれてしまいました｡悲 しみ

の年の納涼大会は､夜甥から私漣を見守っていて Fさると信 じ､師匠の踊ったビデオを見

ながら生徒一同一生懸命勉強し頑張って削りました｡合掌

栗田ほのぼの会 (ボランティア ･グループ)o創部 H7年11月

○代表 竹内博子 斐川1-14-8 ノ18-3890

0活動場所 ･曜日･時問 (D手芸とおしゃべりの会 町内会館 第2金曜日 ②柴‖デイサー

ビスセンター 東田小学校内 随時 o部員 38名

O内芥 町内の人達を町内の人適で支えあおうと始めたボランティア･グループです｡現在

1)デイ ･サービスセンターでのお手伝い

2)一人滋らしやE]中独居の (堪ひとりっきりになる)お年寄りの

方達と手芸や工作をしながら､おしゃべりする会 (月 1回)

3)社会福祉協議会の ｢ふれあい弁当｣の配達､などをやっていま

す｡ このところ､御変型は来ていませんが､ちょっとしたお手IiiI/

い (一回 2時間程度)ゴミ出し､外出介肋､草とり､円物などが

必要となった時､お声をおかけ下さい｡

栗田さくら全 く詩吟) ○刑部 H9年 5月 ○代表 楢崎和子 粟LIJ1-14-9 48-5184

0活動場所 ･曜日･時間 町内会館 月3Lr1]水峨 Ej /I-･後 1時～3時 o部員 87 1

0会費 700円 他雑費700円 ･)】謝1,300H o講師 柿崎和lT;･

o内容 お腹から大きな声をHけ ことで心肺機能を高め健康にも大変良いと言われています｡

すぐれた詩歌を朗詠できる諸びを伸問と一緒に味わって見ませんか､&･L:男女どなたでも

出来ます｡是非一度のぞきにいらして下さい｡

ポプリの会 ○刑部 I111咋6JJ o代表 本川みつ子 柴田2-ll-5 48-8773

0所動協所 ･l附｣･時間 Ilrll̂J会館 火雌Il/l'･後 1時～1時 ○郎日 8Y .
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o内容 始めは二.浦藤沢信用金庫で活動 しておりましたが､平成11年 6月同好会｡

以前､あるお宅を訪日りした時 ｢近所に友人がおりません--｣ と寂 しそうなっぶやさに､

少 しでもお役に_:I.てばと､月 1回､2､3時間で出来る簡甲な手芸作 りと考えポプリの会

を作 りました｡今では､ワイワィ､ガヤガヤ糞 しい､時間を過 ごしております｡作品は家

族や友人に差 し上げて喜ばれています｡どなたか500円位で出来る簡単な手芸を教えて~卜

さい｡お待ちしています｡

雅の会 (大正琴) o創部 H12年 6月 ○代表 成瀬佐江子 射二H2-19-9 48-5961

0活動場所 ･IQH･FlIifT与1日1｣■内会館 第 2･3･4月曜日 午後 1時30分～3時30/))

○部員 87. 0会拙 1,000H o講帥 工藤香代子

○内容 私達 ｢雅の会｣はほのぼの会の会Liです｡平成12咋8月より練円を始めました｡H
的はデイケアセンターなどの慰問に行 く事です.平成13年 6月には一週を通 して粟‖デイ

ケアセンターの誕生日会に行って参 りました｡大変喜ばれましたので､もっとレパートリー

を増やして頑慮 りたいとみんな張 り切って練習に励んでおります｡

二コ二コクラブ o創部 H12年10月 o代表 牧野彩子 発出 1-20-16 49-9016

0活動場所 ･曜日 ･時聞 町内会館 月2回木曜日 午前10時～11時30分

○部員 親 (･21組48rl O会でfL200円

o内'8 毎JJ2回､^峨Hに親子で参加.休操､工作､紙芝居､絵本､I.･あそびなど組(･で

発 しく過 ごしながら､友達 との関わりを通 じ

て社会生活の基礎をILii':べればと思います.ま

た､お何様同志 も戯比知 りにfj:ることで､会

話を持ち少 しでもfl'児のJ.'1,1拙解tLLLになればと

思います｡咋にI･･Jr,Jlかの遠Ld､文化祭作nun作

り､クリスマス会 も､柴 しい行事のひとつで

す｡

栗田ヤングファイターズ o創部 S49年 9月

○代表 石渡信由 粂川2-17-3 48-8205

0活動場所 ･唯rl･時HL,J鹿川小 ･神明公園 土 ･日曜日 約 3時間 ○告l旧 20名

o会ftL 月1,000H

o内容 現在､flTi禎致児亜スポーツ連盟に所属 し､ ソフトボールの リーグ戦に参加 している｡

第 2･4日曜日にリーグ戦が開催され､前期は6勝 5敗 とやっと勝ち越 しました｡その他､

各種大会に参加 しているが､今年は6年隼が少なく4年生中心のチームであるので､上位

人'lLi'は一回 もない.来年､fti来年に目標を定め練習 しています.また､ll-:･々 子供の数が減
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少 し､部員募集もむずかしくなってきている｡入部希望の子供がいれば､ぜひ入部して下

さい.過去 (平成9-11年)には県大会に出場 し､qT:.優勝一同､gl-311;L-1(7l､ベスト8∴

ttflと好成掛を残 しています.Ll･供述は光球に追いっけ追い越せという気持ちで､ ガ ンバ ッ

テいます｡

栗田柔軟休操同好会 ○創部 S49年 o代表 宮川久til: 柴田1-34-8 48-9L135

0活動場所 ･曜日･時問 町内会館 月4回土曜日 午前10時-1川寺30分 ○部員 24名

○会fTL 3ケ月2,000日 ○講師 2名

○内容 ｡ストレッチ ｡簡単なゲームなど ｡みんな大病 もなく元気で､楽 しく体操 して

います｡

栗田フォークダンス同好会 o創部 S51年 4月

○代表 渡辺ケイ子 柴田2-27-4 48-6140

0活動場所 ･曜日･時間 岩戸地域自治活動センター及び町内会館 木場日 午前9時～日

時又は9時30分～12時 o河汀1 19Y, ○会鞭 3ケjjで2,000日

○講師 渡辺ケイ子 Il｣別事千

〇内容 フォークダンスは ｢いっでも､どこでも､だれでも｣が楽しく飾るというのが原点

になっていますので､すぐにlltS来なくても何Ll･1も繰り返 して続けていく努力があれば､必

ず削れるようになると.Lil.います0倍で手をっなぎ大きな輪を作って踊りましょう｡いつで

も気軽に動きやすい服装､ ヒ櫨をお持ちの上お出かけ下さいませ.会員一同でお待ちして

おります｡

0活動場所 ･鵬しい 時間 来日小学校体育館 火 ･金鵬臼 午後 7時～9時 o部員 18名

○全色 月1,500円

○内容 柴田小学校区のママさんが集まってバレーボールの大会に向けて､過2回柴田小′芦

校の休育鮒で練習に励んでいます｡地L東大会はLJ･'･に7-8l･,]tltですが､兜の大会につなが

る大会がその内4Ⅰ･I,]ありますo近年は市の大会で優勝する一事も多 くなってきました｡昨年

は､やまゆり大会で地区優勝 し県大会に出場 しましたが､結果はtlJJませんでした.Li標を

少 しでも上において倍でチームワークを大事にし､厳 しい巾にもバレーボールを楽 しんで

います｡部員募集 しています｡

栗田卓球同好会 ○創部 S53年 ○代表 佐藤幸子 棄lH1-18-1848-6182

0活動場所 ･曜日･時間 栗田小学校体育館 日曜日 牛後12時～3時 o郡上11254(,

o会費 大人5.000ITj(秤) 巾 ･高JIi2007J]()j)

ー49-



○内容 老若男女入り混 じって､心地よい汗をかいています｡今年で大会23回を迎えるハイ

ランド2･3丁目と柴Mの卓球同好会､そして一般公募をしてシングル､混合ダブルス戦

を行っています｡卓球の好きな方､いつでもいらして下さい｡

栗田ソフ トボール同好会 ○創部 S54年7月

○代衷 枇原泉 来日11-35-18 48-0170

0活動場所 ･曜日･時l別 頻Ui小Juf':校他 H雌H 不規則 ○部員 22fl

o全書生 年6,000円

○内容 平成11･12年度-イリーグ (ハイランド･岩戸地区ほか全12チーム)総当り制で各

8勝 3放｡柴If]納涼大会の模擬店及び健民運動会の用,t壬係などに協力.

パープルステップ (廃部) ○創部 目元,JF7)]

○代表 篠崎幸生 栗田2-7-1448-6951

0活動期所 ･憾｢1･時間 阿†内会館 水曜日 午後 7時～9時 ○部員 11名

○会fY月1,500円

○内容 同好会の行事としては､伊束､手袋へ一泊旅行をかねてダンスパーティーを行いま

した｡年末及び年始には懇親を兼ねて忘年会､新年会を開催致 しました｡入会時､ステッ

プを踏めなかったガもJtlにはいらっしゃいましたが､今ではどこのパーティーに参加 して

も､&_派に踊れる様になりました｡活動範問は､鴨属のサンライフ､野比小学校､北下浦

行政センターのパーティーに参加､皆さん汗びっしょりで楽しく踊っていました｡平成13

年 7月に廃部となりましたが､パーティーの参加は続けたいと思います｡

柔軟体操 ｢若葉会｣ ○刑部 Hl年10月

○代表 浅斐 ミズイ 柴田1-27-1 48-0230 EIJ･地鏡子 柴Ul1-22-6 4813072

0活動場所 ･曜日･時間 三浦藤沢信用金庫 2階 木曜日 午前10時～11時30分

o部員 23才ち o会兜 2ケ月に1回2,000円 〇滴師 官西嶺子

o内容 触康増進の為のストレッチ体操及びリズム体嫌(日焼-1帆 こつき1-2%の体脂

肪を減らす)

横須賀栗田ジョギング同好会 ○創部 H5年 4月

○代表 橋本l件F 紫 Itl1-22-1 49-2820

0活動場所 ･曜日･時間 町内近辺の公道､市総合グランド､各人全会場 火 ･人 ･二l二噸=｣

/T･後 7時～8時 ○部員 36名 O会費 年500円

○内苓 械娼賀柴旧ジョギング同好会は新興団地に産声をあげて､早 8年日を迎え年々活発

化 してまいりました.過3lr31の練習会も毎阿10数名の仲閃たちが､恋人に逢いに来るが如
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く､IL1然と集まってきます｡記録なんて側係ないんですo走ることの楽 しみ､健康の楽し

み (走れることの楽しみ)を味わえばそれでいいのです｡

｢継続は力なり｣をモットーにみんな楽しむ (汗ばむ)憩いの域として､町の活性化のた

めと､仲間はみんな元気に威張っています.

ジョギング同好会の記韓 (使勝)

久弔浜迎合駅伝大会 小学生の郎

成人女-/･の祁

滅入男子の.ilS

横須賀市子Ot･会駅伝 男 (･の部

ふるさとマラソン大会 小学生の部

何

回
回

回
回

5

1

3

4

3

どんぐりクラブ o創部 H13年

○活動場所 ･曜日 邦4公幽 第 1･3火曜 第6公儀 第2･4火哩

○活動'LIL 市の補助金 (公l対的揃費)

o内不 f供会の会員減少により､町内の公閲 (第4･6)清掃のボランティア活動をして

いる｡

その他地域の社会活動

･防犯指導員

･社会福祉推進員

･民生委員

･L':l主防災指額fl

･横紙致市l-JI･少年指導委員連絡協盛会

･横須賀市青少年相談委員連絡協議会

･クリ-ンよこすか特別委員会

･16ミリふ,t'/-j:宅南地区

･防災行政細線子Iijl監視モニタ一

･粟田地区テレビ共同受信組合

この他 市内の各稀のボランティア活動に入って､利 土活動をされている方々がいます｡
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世帯数と人口の推移
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年度別役員表 幾一柳 文_文化部 厚職 名 防一防肪 畑 交一交齢 塙一臥霜｡印は榔 鮎 を紙

会 旦 成u食治郎 成日食治郎 成ti]金治郎 成凹金治郎 成田金治郎 成EIt]食治郎

副 会 長 山木 Jl:.治 山本 止治 山本 正治 山本 正治 加藤 正ノ亡 加藤 正元

本rHJ戊夫 本間 茂夫 八木沢嘉一加藤 ‖二元 八木沢貞一 大竹 庸悦 人竹 庸悦I1'.f.岨Li儀

会 計 熊井 lJり彦 メ∫｣臓 JJ:.元 Fi:川l石..;人川中 芳之人野 川岬 川 古人 JJ;仙 富夫 印中 芳之 今井フチイ 松木 相次

会 計 監 企 人竹 川悦 ′■'J山 一衣桁 横山 民徳 長尾 参析 頴田威.刀 .!lJJH J,'占9377介 銚雌
tト橋 欣也 一久保枯治郎 善 吉-_メイ-,加藤 止元 77倉 鉄雄

/ -/一 / 山本 tL治 ll本 正統

- _一一一一一一

理事1区 V.原 安治 益 子デーr=~コ ㊥塵 尾 参冶 大竹与四郎 小池 壮総前山 敏

9区 出u 虫 座 頗 陣取㊥坂ll峰雌.

12l*. _/ I 藤平 'R 駒崎 lリ 坐 加雌 毅松本英也
14lX. 一一一■-ド_一一一一一一一一一-一一一一一一一--一一 土屋 二郎 杉浦議次郎 紘 川内 惣助

15r来 / -- - / 一一一一一一一一一一一一一一一一 _一一一-一一一一_ー/---一一ノ 鈴藤 次夫 紘 柴日 間榔

16l*. _+------- - ---, __/ ---/.I-一- メ 面 lFl村 方

17l*_ - 一一l-rr-----/ I_L/小林 実

19区 ++.+ _一一一一一ノ ー一一一一一一一′ 一一■-I/-------/ - _一一一一一′ ㊨ Hrr) 搬

婦人部部長 _′′- -/ 竹内 キノ V_原 節子 平戸 藤枝 中村 春子 ll本恵理子

老人会長職会) 鈴木 米rF 鈴木 米作 伊森 柿 伊森 糊 伊政 和

子 供 会 艮 LJ'ケ谷若松 'iLf沢 幸(. 志紀 康子 向山抑得(. 小雀 乃芙 小倉イソ1-

I-I--./ 一一一--一一_-----

メ/ .I _ノー-ノー一一′ /--/ ｣
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総一総務部 文-文化部 摩一吋生郎 防一防犯防火部 交一交通部 嶋一触入部 ○印は各部の部長を示す.=

黒山 J,'!]リj

戸倉 助郷

八木沢宗一

山本 正統
rJ--L-.111lll

/i+組長儀

松本 樽次

小原 昇

小 池 豊

八木沢嘉一

近藤 幸雄 !近藤 章雄 後藤 常正岡健析
五 卜組長儀 五 t.嵐践儀 加藤 TE元加藤Tf:_}-L
松本 栂次 松木 相次 倉持 辰治 .倉持辰治
小原 昇 J内 草孝 山内 帝孝 IlJ内lllt孝
小池 豊 ｢●l恒梨 進 高梨 進 高梨 進
八木沢嘉一 八木沢窟- 八木沢義一 八木沢h'tj-

山本 正治 山本 lli析

岡 健治

倉持 辰析篠崎幸年神橋 TF.fi.
八木沢嘉二
山本 正治

/-/｣---/′｣ノー/ ノ/ i_/ ---/一丁二二二二二二二千二二二二-二-7/-/;.総宮川租雌級坪井浩総向橋久雄㊥牧野進防盾橋秀夫㊥児玉信雄㊥しい島帝
文 人橋 iT-㊨ 田辺 行雄 厚 llJ田 勝 又 原附 道夫 交 福田勇三..文長門 謙一 総 石日 長勲 文 小松一雄総斤臓時折㊨平津孝llH]総 占~Jll計介 厚 平戸 垂男㊨ /r'.味宮梅大1文嵯峨野英次.
紘 色Jll幸TIJ'紘 浪形金治p.㊨ 志賀 耐久.町 人塚 弘 総河野孝治@鈴木誠文典阿久

i :.総 高橋淘㊨ yJI加藤俊雄防奥村孝司
㊥ 朝日]秀地文 鈴木美幌交沢円 満義畔 山下 邦雄防伊藤 健一絶 八 木酒嘩塵荒井幸治

:㊨周 梨 進[㊥児玉 三郎 文 大野 幸一 ㊨ #

義 田L一 半 ⑧ 軸̀藤 忠夫 文 楯竹 義夫 文 小,A

宮内紘一郎 文 秋元 英也 ㊨ 鈴木 勲 交 有

㊨ 高橋 幸松交 波田野 滋 文 浜田 和夫 文 常

㊨ 宮坂 榔久 ㊥ 近藤 幸雄 紘 川日 敏之 紘 蕪

交 池辺 徳彦 防 佐藤 貞男 級.森 敏郎 坪津

地 安司

貿 富夷

青木 茂

高橋 柿次
水野 賢

梶川 弘
岡 健治

早乙女好司

高橋 勝義

今橋 新一

総 小沢 鷲

堀井 英雌

細沢 宏大

仰橋 正ii

小沢 武夫

加膝 春治

後楓埠型 l;J
高橋 敏夫

寺m市太郎

ll_‖｣健二

宇津鬼 面 宇津 iL南

鎌倉 光男

飯島 敏仲

城川 敏析

坂部 敏文

志村 誠一

m崎 幸夫

御殿裕敏勝

美破 戒リl

田辺庄一

伊森精
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幾一絵務部 文一文化部 呼-呼生部 防一防犯防火好 交一交通詐 婦一婦人部 ○印は各部の部長を示す｡ #63年より防犯交通軌こなる

竿二二､--､ヰ肢耶和58年 昭和59年 昭和60年 昭和61年 間手｢ー62年 !昭和63年 !

役 職 ~~~~-＼-＼ 59.3.31 60.3.31 61.3.31 62.3.31 63.3.31 1.3.31

J.Y.] 伽* 岡 健治 木村 文雄 佐藤 公彦 余持 辰治 ;構関 lm-

会 .言1 fT持 Jii析篠崎 幸/L:爪持 屈折篠崎 華′ト. 稿Jj- 武 高石 武 rtl占石 武 高Jl' 武

.篠崎 草生 篠崎 辛生 一二藤 研二 丹沢光一抑細井 隆雄 ,

会 計 監 査 八 (̂ 清叩 八人 清畔 .星野 昭-_ 星野 昭二 福井 隆雄
柿橋 lL:_Ti 柿橋 止自 倉持 辰治 福井 隆雄 .篠崎 事件.:篠崎 V=-件 ;

Hl木Jl.-.柄 加糠 Ll:J阜 凪偵 ユJi;.雄 ;朋 他的

_-一一--+. 山本 正治

_+-一一一一一一一一一一一一-一一一~ 一一一一◆㌔---一一一一一一一一一一 佐藤 公彦 佐藤 公彦

.4区交i 佐藤 文俊惟野 梯- 総E'.I;,Blff男㊨佐藤 公彦.厚卜相馬義八郎 ㊨山 卜勉生渡辺 文男 厚防 j軌fti勝美

｢テ~b<.女.V.-:藤 鉄夫 ㊥ 仇川l字 総 勘域 芹‥総 金子 泰三:呼:瀬戸lJJ桝二 線I:刊t̂ 迎町

12l基 紺Jj勝宏 文 水上 V.:排 厚 杉山 稔桜)l'.孝一 文:M島紘一郎 文 ir:木 桁虫㊨小宅 陣帝

;13区I~~~~~~~~ー…14区 総中村孝弘名塚 清一 ㊨紘 井戸 敏彦 悼 厚 満水 新吉 級井ll富平 総 thH~JT:.排㊨ 小野 正 紘 丸上 辛成 ㊨中村 好勝 文 神川 汗和㊨ 卯= -);:光

日 印 文~面 平塚 松耶 文 沢怨 1止雄 ㊨ 凹島 満夫 交 内山 克之 総 清沢 崇夫 総 山けー文男

16lX_ 桑J:-ム 常 I?防 ‥仙 陸中村 仙人 ㊨防 佐野 菊男 文 土山 和夫 ㊨ 伊藤 茄- 防 森田 和夫

17lX_㊨ 軌FlrH勝手l 平TL山一 防 桜井 忠三 ㊨㊨ 機関 L刷- V)'仕周明-18区 P/乃沢 敏夫㊨ 珂郎l川'liFl総 松永 秀雄 厚 松島 澄男 志村 一卜雌 防 m払 昌幸

19区 交 松本 孝寸 呼 ′ト芥 忠 交 能懸 正昭 摩 佐藤 兼広 防 井 L fF_三 ㊨ 斉藤不二男
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総一総務部 文一文化部 厚一嘩生郎 防-防犯交通部 婦一婦人部 ○印は各部の部長を示す｡
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芸l完芸郡 讐ぎ芸貰岸 芸完竺漂恩 ,-?諾-L言農-:T至LTgJ新邸嘩卑;総岩崎進一

@TwT~南極T扇垣奉Lu胤順二壁墜_し軍 堅車型｣_@J輿些埋防.,_!唾

仁7-iXt-窒些IfAH'J.任 即 事IL ー捌 ‥ 岨子- ‖_f日日⊥艶 _塑

小首 寺91｢′j福.融 丁 示呑~iTp,｢砧 ~~毎 T1]ll正 面折｢元治ー由

一60-



町 内 会 の 組 織

会長 ･副会長
-≡

舶 ItTl

常任理事

理 事

会 計

し----一一会計監査

※定例理事会

毎月第3日曜日 IO:00-12:00

総 頗 郡 上一組会

l'j･I-Ii部 仁 民生委Li

文 化 部 十 ･熱 化 少咋活動推進の会

防犯交通部 トー-･ゴミダイエット

防 災 部 ｣ 柴田子供会

村 人 部 1---T一一一一交通安食母の会

L一一-クリーンよこすか(あわた)

各 部 の 活 動

総 務 部

1.総会 ･FP.部会遡閃
2.｢粟Luだより｣発行

3.敬老祝賀会の実施

4.新成人者に記念品階呈

5.申′､i::卒業前に記念品贈呈

厚 生 部

1.ゴミ頬の管理 ･集積所の整備

(ネット､看板の補修 積み残し対策)

2.各挿頻金の触金 ･納金

3.町内レクリエーションの実施

文 化 部

1.納涼入会の火施

2.文化祭の'R施

3.健民運動会への参加

4.青少年活動推進の会に協力

防犯交通部

1.防犯的路灯の懸臓補修

2.納涼大会の通路許可申請

3.町内交通糠誠等の整備

4.不在地｣:jfrl]'地の除草依頼

5.町内に必要な防犯 ･交通に槻する活動

防 災 部

1.消火器の点検 (各理'ifが毎月実施)

2.防災郎役員会議

3.防災資器材購入

4.防災訓練

5.防災資器材の点検 ･拙作訓練の実施

6.岨須fWJ'lSJJ'災IW係行車に参加

7.桃姐賀市自主防災組織協l鵜会行事に参加

8.広域避難場所への避難訓練の実施

婦 人 部

1.町内会主催行事に協力

2.古少年活動推進の全行恥 こ協力

3.地区懇談会の開催

4.物品販売斡旋

5.柴LLlバス停周辺のtr!jh1

6.クリーンよこすかの行仰 こ参加

7.交通安全母の会の行事に参加

8.講習会の実施

9.線会資源回収に協力
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お わ り に

自然環境の良いここ粟BJを人/iの定住地として､選択された方は数多くいるのではないで

しょうか｡

粟EElで寝声をあげた赤子も既に三 卜路に入り､次Iu:1℃をfH.う一光となっていますo

さて､今Ljll30周年記念誌の編射 こあたり過去に発刊された言己念誌を参考'とさせてTAきま

した｡

今回の特色は､栗田の皆さんが仲良く､そして明るい化みよい町づくりを目指して､同好

会等に沢山の人が参加され､趣味を通 じて友達の輪が拡がることを願い､紙面を割いて詳し

くね威しましたが､バランスのr対係から一部割愛させて頂いたことをお詫びいたします｡

また､光雄の方の為に活字を人きくし読みやすくいたしました｡

最後になりましたが､30年誌の発行にあたり寄稿や資料提供された皆様及び､三邦印刷

桜井氏 (2ェ20-10)には､編集委員一同より深く感謝し､御礼申し上げます｡

松 木 裡 次

(資料提供者)

東川小学校

野比中学校

荒川 数徳 ぐIj:頁址供)

東壁 時人 (写貞提供)

渡辺 庸八 (写兵提供)

ご協力ありがとうございました｡
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わか まちあわた 30周年記念

平成144F･2月発行

鮎災 ･発行 出 田 町 内 会

代表 近 藤 幸 雄

印 刷 所 三 邦 印 刷 (桜井 忠三)
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TEL0467-85-1667
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